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まちを知りたいシリーズ 
『赤磐市◯◯』ってどこ？ 

平成17年度予算 
ももっち通信 
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2広報あかいわ（平成17年8月号） 

　
旧
山
陽
町
の
砂
川
か
ら
西
は
、 

　
™
古
墳
時
代
の
建
造
物 

　
　
歴
史
文
化
の
里 

　
™
計
画
的
に
造
成
さ
れ
た 

　
　
大

型

団

地 

　
™
豊
か
な
大
地
の
恵
み
を
持
つ 

　
　
田

園

地

帯 
 

　
赤
磐
市
の
西
の
玄
関
、
旧
山

陽
町
の
砂
川
か
ら
西
の
地
区
に

は
、
日
本
の
古
墳
時
代
に
数
多

く
つ
く
ら
れ
た
王
族
・
豪
族
の

墳
墓
で
あ
る
前
方
後
円
墳
。
そ

の
中
で
も
県
下
で
唯
一
、
周
濠

に
水
を
た
た
え
た
状
態
で
現
在

ま
で
保
存
さ
れ
て
い
る
両
宮
山

古
墳
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
も
茶
臼
山
古
墳
、
森
山
古
墳
、

備
前
国
分
寺
跡
な
ど
が
点
在
。 

　
中
ほ
ど
に
は
、
二
千
四
百
九

十
世
帯
が
生
活
す
る
団
地
、
そ

し
て
、
砂
川
沿
い
を
北
に
向
か

う
と
鴨
前
、
西
中
地
区
一
帯
に

田
園
地
帯
が
広
が
り
、
四
月
上

旬
に
は
山
裾
一
面
を
鮮
や
か
な

ピ
ン
ク
の
桃
の
花
が
染
め
ま
す
。 

　
歴
史
文
化
の
里
と
計
画
的
に

造
成
さ
れ
た
緑
多
い
大
型
団
地
、

そ
し
て
豊
か
な
大
地
の
恵
み
を

持
つ
田
園
地
帯
、
三
つ
の
顔
が

見
ら
れ
る
地
域
で
す
。 

 

　
合
併
し
て
場
所
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
お
話
を
聞
き
マ
ッ

プ
を
作
り
ま
し
た
。
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
貼
る
な
ど
し
て
ご

活
用
く
だ
さ
い
。 

　
こ
れ
か
ら
六
回
シ
リ
ー
ズ
で
地
区
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

来
月
は
、
合
併
記
念
式
典
を
特
集
予
定
で
す
の
で
、
次
回
は

十
月
号
で
旧
山
陽
町
の
砂
川
か
ら
東
、
桜
が
丘
西
を
除
く
十

四
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

赤
磐
市
地
名
マ
ッ
プ
を 

　
　
　
　
　
お
届
け
し
ま
す
。 

▲和田・穂崎・馬屋にわたり所在する両宮山古墳 

▲山陽観光案内所（馬屋） ▲山陽公民館（山陽１丁目） 

▲高月公民館（穂崎） 

▲西山公民館（西中） 

▲山陽小学校（山陽３丁目） 

施 

設 

紹 

介 

山陽 
さん よう 

旧
山
陽
町
の
砂
川
か
ら
西
、二
十
地
区 

第
一
回 



3 広報あかいわ（平成17年8月号） 

馬 屋  
和 田  
岩 田  
穂 崎  
長 尾  
立 川  
河 本  
熊 崎  
鴨 前  
西 中  
下 仁 保  
上 仁 保  
斗 有  
山陽１丁目 
山陽２丁目 
山陽３丁目 
山陽４丁目 
山陽５丁目 
山陽６丁目 
山陽７丁目 

289 
81 
174 
368 
73 
226 
327 
100 
136 
265 
439 
90 
143 
328 
487 
591 
373 
412 
343 
591

294 
84 
171 
402 
77 
246 
384 
114 
139 
304 
466 
88 
152 
361 
559 
622 
404 
452 
399 
647

583 
165 
345 
770 
150 
472 
711 
214 
275 
569 
905 
178 
295 
689 
1046 
1213 
777 
864 
742 
1238

200 
67 
124 
261 
61 
167 
250 
79 
86 
206 
342 
58 
109 
249 
402 
441 
296 
299 
300 
503

地区名 世帯数 
男 女 計 
人口（平成17年7月1日現在） 

▲春の風物詩　鮮やかな桃畑 

▲写真左から市立高月幼稚園（馬屋）、 
　　　　　　　　私立山陽国分寺保育園（穂崎） 

▲写真左から私立さんこう保育園（西中）、 
　　　　　　　　　　　市立西山幼稚園（西中） 

▲私立山陽桜保育園（山陽４丁目） 

▲市立山陽双葉幼稚園（山陽３丁目） 

▲市立山陽若草幼稚園（山陽４丁目） 

▲山陽児童館（和田） ▲赤磐市山陽総合 
　福祉センター（河本） 

上仁保  

下仁保 

西 中  

和 田  

馬 屋  

穂 崎  

長 尾  

河 本  

岩 田  
立 川 

鴨 前  

斗 有  

山陽 
さん よう 

山陽 

12

3

4 5
6

7

かみ　に　 ぼ 

熊崎  

にし なか かも さき 

くま　ざき 

さん よう 

わ だ 

いわ た 

たつ かわ 

こう もと 

ま や 

ほ さき 

なが お 

しも に　ぼ 

と　 あり 

赤磐市 

▲岡山県開発による大型団地の山陽１～７丁目 



4広報あかいわ（平成17年8月号） 

　
平
成
十
七
年
度
当
初
予
算
が
六
月
定
例
議

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
補
助
金
や
地
方
交

付
税
の
減
少
、
税
収
の
伸
び
悩
み
な
ど
に
よ

る
厳
し
い
財
政
状
況
を
背
景
と
し
て
、
一
般

会
計
の
予
算
総
額
は
、
一
七
五
億
一
九
五
六

万
円
で
旧
四
町
の
前
年
度
当
初
予
算
額
の
合

計
額
に
比
し
て
九
・
八
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
合
併
前
の
旧
四
町
で
は
、
貯
金
に
あ
た
る

基
金
か
ら
の
繰
入
な
ど
に
よ
り
歳
入
不
足
を

補
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
三
月
七
日

に
四
町
が
合
併
し
た
こ
と
に
よ
る
類
似
事
業

の
統
合
や
、
事
務
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り
経

費
の
削
減
を
図
り
な
が
ら
、
一
方
で
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
配
慮
す
る

と
同
時
に
、
新
市
の
将
来
像
を
見
据
え
た
各

種
計
画
の
策
定
、
記
念
行
事
、
公
共
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
な
ど
の
合
併
関
連
事
業
な
ど
を

重
点
と
し
て
予
算
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

175億1,956万円 
総　額 

一般会計 

平 

成 17

年 

度 
山陽地域山陽地域 赤坂地域赤坂地域 

熊山地域熊山地域 吉井地域吉井地域 

山陽地域 赤坂地域 

熊山地域 吉井地域 

予
算
予
算 
予
算 



5 広報あかいわ（平成17年8月号） 

配当割交付金外 
2,595万円（0.1%） 

利子割交付金 
2,716万円（0.2%） 

地方特例交付金 
1億3,100万円（0.7%） 

自動車取得税交付金 
1億3,510万円（0.8%） 

地方消費税交付金 
3億2,600万円（1.9%） 

地方譲与税 
4億3,942万円（2.5%） 

地方交付税 
52億8,800万円 
（30.1%） 

市　税 
40億5,797万円 
（23.2%） 

民生費 
44億2,730万円 
（25.3%） 

総務費 
27億5,448万円 
（15.7%） 

県支出金 
10億6,542万円（6.1%） 

国庫支出金 
14億1,332万円（8.1%） 

市　債 
16億4,890万円（9.4%） 

繰入金 
18億1,634万円（10.4%） 

分担金及び負担金 
4億1,102万円（2.3%） 

繰越金 
3億7,000万円（2.1%） 

使用料及び手数料 
1億5,550万円（0.9%） 

諸収入外 
1億5,746万円（0.9%） 

ゴルフ場利用税交付金 
5,100万円（0.3%） 

災害復旧費 
1,973万円（0.1%） 

予備費 
6,000万円（0.3%） 

議会費 
2億1,680万円（1.2%） 

消防費 
6億5,300万円（3.7%） 

農林水産業費 
14億4,737万円（8.3%） 

土木費 
18億4,670万円（10.6%） 

教育費 
20億8,182万円（11.9%） 

公債費 
20億6,983万円（11.8%） 

衛生費 
18億7,892万円（10.7%） 

商工費 
6,361万円（0.4%） 

自
主
財
源 

依
存
財
源 

●
一
般
会
計 

　
住
民
の
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い

福
祉
、
教
育
な
ど
幅
広
い
範
囲
の
事

業
を
行
う
中
心
的
な
会
計
で
す
。 

●
特
別
会
計 

　
特
定
の
収
入
で
特
定
の
事
業
を
行

い
、
一
般
会
計
と
は
別
に
経
理
す
る

会
計
で
す
。
国
民
健
康
保
険
、
老
人

保
健
、
介
護
保
険
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

●
企
業
会
計 

　
利
益
を
受
け
る
人
の
負
担
で
経
営

を
ま
か
な
う
独
立
採
算
を
原
則
と
す

る
会
計
で
す
。
水
道
事
業
会
計
、
病

院
事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。 

●
地
方
交
付
税 

　
国
が
徴
収
し
た
税
金
の
中
か
ら
地

方
自
治
体
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交

付
さ
れ
る
お
金
で
す
。 

●
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金 

　
市
が
事
業
を
す
る
際
に
国
や
県
か

ら
受
け
る
負
担
金
、
補
助
金
、
委
託

金
で
す
。 

●
繰
入
金 

　
主
に
市
の
積
立
金
（
基
金
）
を
取

り
崩
し
て
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
も
の

で
す
。 

●
市
　
債 

　
地
方
自
治
体
が
行
う
借
金
で
す
。

こ
の
借
金
の
元
利
償
還
金
を
公
債
費

と
い
い
ま
す
。 

●
自
主
財
源 

　
地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
収
入
で

き
る
財
源
の
こ
と
で
す
。 

●
依
存
財
源 

　
国
県
の
意
思
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

額
を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら

れ
た
り
す
る
収
入
財
源
を
い
い
ま
す
。 

用
語
の
説
明 

歳出の内訳 歳入の内訳 

（39.8%） 

（60.2%） 

山陽地域 赤坂地域 

熊山地域 吉井地域 



6広報あかいわ（平成17年8月号） 

　一般会計予算の主な事業 
民　生　費 

●社会福祉協議会補助事業 

●障害者福祉 

●老人医療 

●児童措置費（児童手当等） 

●生活保護費 

1億4,651万円 

4億200万円 

2,091万円 

3億3,478万円 

4億4,993万円 

商　工　費 

●商工振興（企業誘致、商工会補助等）      

●観光（観光協会補助等）                    

3,330万円 

2,980万円 

消　防　費 

●常備消防（赤磐消防組合分担金）     

●非常備消防（消防団関係） 

●各地区消防施設整備 　                                      

公　債　費 

●元利償還金                    20億6,983万円 

 

土　木　費 

●道路維持管理 

●道路新設改良 

●河川管理 

●公園管理 

1億1,754万円 

7億2,478万円 

927万円 

2億1,031万円 

 

教　育　費 

●適応指導教室運営事業 

●学校施設耐震補強事業 

●外国青年招致事業 

●文化財保護（発掘調査ほか）

　               

757万円 

4,828万円 

2,087万円 

4,636万円 

 

農林水産業費 

●ほ場整備事業 

●小規模土地改良事業 

●小規模ため池補強事業 

●松くい虫等防除事業　               

4,750万円 

3億1,286万円 

1億3,201万円 

3,947万円 

 

5億3,130万円 

7,884万円 

3,702万円 

予算規模 

備前国分寺跡の発掘調査 

山陽ふれあい公園など公園管理 

空中散布による松くい虫等防除 



7 広報あかいわ（平成17年8月号） 

平成17年度　
総　務　費 

●公聴広報事業（広報紙、市勢要覧作成等） 

●総合計画策定事業 

●行財政改革大綱策定事業 

●地域公共ネットワーク整備事業 

●国体対策 

●選挙費（市長、市議選挙等） 

4,055万円 

951万円 

543万円 

3億6,155万円 

1億1,794万円 

9,242万円 

 

衛　生　費 

●母子保健事業 

●老人保健事業 

●予防費 

●乳幼児医療 

●清掃費（ごみ処理・し尿処理等） 

1,441万円 

9,425万円 

6,733万円 

1億2,067万円 

8億8,242万円 

 

国民健康保険 
特別会計 

37億221万円 

老人保健 
特別会計 

45億4,632万円 

訪問看護ステーション事業 
特別会計 

1,665万円 

簡易水道 
特別会計 

4億989万円 

下水道事業 
特別会計 

38億6,422万円 

宅地等開発事業 
特別会計 

5,715万円 

水道事業 
会　計 

11億9,295万円 

熊山病院事業 
会　計 

8億4,942万円 

竜天オートキャンプ場 
特別会計 

1,818万円 

田原用水 
特別会計 

348万円 

土地取得 
特別会計 

1,223万円 

財産区 
特別会計 

632万円 

墓地事業 
特別会計 

2,509万円 

介護保険 
特別会計 

27億660万円 

居宅介護支援事業 
特別会計 

2,845万円 

特別会計：153億9,679万円 

公営企業会計：20億4,237万円 

会 計 
別 

予算規模 予算規模 

広報あかいわ、市勢要覧などの公聴広報事業 

乳幼児健診などの母子保健事業 



8広報あかいわ（平成17年8月号） 

　
赤
磐
市
議
会
の
推
薦
に
よ
り
、
四

人
の
農
業
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

選
任
さ
れ
た
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
） 

　
藤
原
克
己
（
沼
　
田
） 

　
杉
本
孝
昭
（
東
軽
部
） 

　
小
田
幸
輝
（
弥
　
上
） 

　
岡
森
裕
幸
（
周
　
匝
） 

　
ま
た
、
あ
か
い
わ
農
協
か
ら
の
推

薦
に
よ
り
選
任
さ
れ
て
い
る
委
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

　
小
林
喜
孝
（
佐
　
古
） 

※
旧
町
の
選
挙
に
よ
る
農
業
委
員
は
、

　
合
併
特
例
に
よ
り
平
成
十
八
年
三

　
月
六
日
ま
で
引
き
続
き
在
任
し
ま

　
す
。 

  

市
内
各
中
学
校
で
は
、
中
学
二
年
生

を
対
象
に
、
働
く
こ
と
の
尊
さ
や
厳

し
さ
を
実
感
し
、
社
会
の
マ
ナ
ー
を

身
に
付
け
、
主
体
的
に
将
来
の
生
き

方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
職
場
体
験
活
動
を
実
施
し

ま
す
。 

   
今
年
も
市
内
で
た
く
さ
ん
の
事
業
所

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
、
次
の

と
お
り
各
校
三
日
間
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

○
高
陽
中
学
校
、
赤
坂
中
学
校 

　
九
月
七
日（
水
）〜
九
日（
金
） 

○
桜
が
丘
中
学
校
、
磐
梨
中
学
校 

　
九
月
十
三
日（
火
）〜
十
五
日（
木
） 

○
吉
井
中
学
校 

　
十
一
月
十
六
日（
水
）〜
十
八
日（
金
）  

　
こ
の
職
場
体
験
活
動
は
、
十
四
歳
（
中

学
校
二
年
生
）
を
対
象
に
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
「
岡
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ワ
ー
ク
14
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
県
の
補
助
事
業
と
し
て
今

や
県
下
全
体
で
展
開
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

  

市
内
で
、
四
百
二
十
五
人
の
生

徒
た
ち
が
、
こ
の
秋
、
各
事
業
所

で
汗
を
流
し
ま
す
。
「
地
域
の
子

ど
も
は
、
地
域
で
育
て
る
」
と
い

う
気
持
ち
で
、
働
く
中
学
生
に
温

か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
お
願
い
し

ま
す
。 

  

ま
た
、
こ
の
事
業
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
生
徒
た
ち
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
事
業
所

の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
た

く
ま
し
く
成
長
で
き
ま
す
よ
う
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

地域で育てる中学生職場体験活動  地域で育てる中学生職場体験活動  

議
会
推
薦
に
よ
る

議
会
推
薦
に
よ
る 

農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た 

五
年
に
一
度
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

五
年
に
一
度
の
一
大
イ
ベ
ン
ト 

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す 

議
会
推
薦
に
よ
る 

農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た 

s
昨
年
の
保
育
園
で
の
体
験
の
様
子 

▲昨年のスーパーでの店員体験の様子 

岡山チャレンジ・ワーク１４ 

五
年
に
一
度
の
一
大
イ
ベ
ン
ト 

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す 

◇
十
月
一
日
に
、
全
国
一
斉
に
国
勢

　
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。 

◇
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け

　
て
総
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
国

　
勢
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
調

　
査
票
の
配
布
と
受

　
け
取
り
に
う
か
が

　
い
ま
す
。 

◇
調
査
結
果
は
、
少

　
子
高
齢
化
社
会
へ

　
の
取
り
組
み
や
ま

　
ち
づ
く
り
に
い
か

　
さ
れ
ま
す
。 

◇
国
勢
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い

　
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

　
す
。 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】 

¡
本
庁
企
画
課
企
画
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）２
６
９
２ 

¡
赤
坂
支
所
管
理
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）２
２
２
６ 

¡
熊
山
支
所
管
理
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
１ 

¡
吉
井
支
所
管
理
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
１
１ 
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【問い合わせ先】 
　吉井支所国体推進室 
　10869-54-1146

【問い合わせ先】吉井支所国体推進室　10869-54-1146

吉井会場 

赤磐市ではゴルフ（成年男子）競技が開催されます。 
　●競技日程　　9月10日（土）～9月12日（月） 
　●会　　場　　山陽ゴルフ倶楽部　赤磐市平山428 
☆全国から多くの選手・監督関係者の皆さんが来市されます。一人ひとりがおもてなしの温かい
　気持ちでお迎えするとともに、すばらしい選手のプレーを観戦しましょう。 

　第60回国民体育大会「晴れの国おかやま国体」夏季大会まであと41日（7月
31日現在）となり、吉井地域では国体ムードが日増しに高まってきているところです。
そんな中で、夏季大会（ゴルフ競技）の開始式に式典音楽隊として、コーラス（コス

モス吉井）・吉井吹奏楽団の皆さんが国体本番に向けて熱心な練習を行っています。（楽曲は、♪
君が代・若い力♪　などです） 
　大会当日では、参加者が感動を共有できるような『キラリ☆』と輝いた式典音楽が聴けるものと
思います。 
 

式典音楽隊練習が 
始まりました 

 

★観戦のポイント 
　ゴルフは自然の中で楽しむスポーツです。プレーヤーは二度と同じ状況の
中でプレーすることはできません。そのような中で、これまでの経験と自分の
技量をはかり、数ある選択肢の中から最良なものを選び、ショットを行うという
非常にクリエイティブな競技です。また、プレッシャーなどのプレーヤーの心
の揺れが、直接結果に表れるメンタルな競技の一つでもあります。 

夏季大会：９月１０日～１３日 地域で育てる中学生職場体験活動  

議
会
推
薦
に
よ
る 

農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た 

五
年
に
一
度
の
一
大
イ
ベ
ン
ト 

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す 

▲一生懸命歌います ▲感動的な音楽を 
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夏
季
大
会
■
9
月
10
日
〜
13
日 

秋
季
大
会
■
10
月
22
日
〜
27
日 

【問い合わせ先】 
　本庁国体推進室　10869-55-1607

山陽会場 

【問い合わせ先】 
　赤坂支所管理課　10869-57-2226

赤坂会場 

◇ももっちと踊ったよ！ 

◇衛生講習 

◇調理実習 

 

 
　5月下旬に始まりました民泊協力会調理実習も7月10日（日）の正崎民泊協力会を最後に、10民泊協力会す
べてで行うことができました。 
 
 

　標準献立地区指導員による衛生面の指導のもと、手洗いや殺菌・消毒方法
を研修しました。 
　塩素を用いた消毒、検食の保存方法といった普段の家庭ではなかなか行わ
ない事に参加者は戸惑いながらも熱心に勉強し、取り組んでいました。 
 
 

　山陽地域のオリジナルメニューのレシピをもとに調理に取り組み
ました。 
　参加者はさすが家庭の台所を預かるだけあって、調味料の分
量や調理手順を変えるといった、その地区独特の味付けが出
るように工夫していました。どれもとてもおいしく、国体本
番が楽しみです。 

　7月2日（土）に、石相保育園で家族参観日がありました。 
　当日は、国体キャンペーンスタッフの森岡さんとももっちが参加して、
大いに盛り上がりました。あいにくの雨でしたが、ホールでももっち体操、

じゃんけん列車などをしたり、年長の
園児からの質問コーナーもあったり、
楽しいひと時を過ごしました。 
　ももっちは園児たちに大人気で、常
にひっぱりだこでした。園児たちには、
ももっちから記念にシールとタオルが
プレゼントされました。 

　９月４日（日）を統一日として、快適な環境で国体を迎えるために岡山県
内一斉にクリーンアップ大作戦を展開します。 
　この日には、身近な清掃活動に参加しましょう！！ 

お知らせ 
ク リ － ン ア ッ 

プ 大 作 戦 

▲真剣に聞き入る協力会の皆さん 

▲おいしい料理を 

▲ももっちと楽しく過ごしました▼ 

▲ももっち人気 
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【問い合わせ先】 
　熊山支所国体推進室　108699-5-1207

熊山会場 

◇お花育ててます 

夏季大会まで 

秋季大会まで 
7月31日現在 

あ
と
 

　国体ホッケー競技の競技会場に隣接する磐梨小学校では、国体に向けてお花を育てています。 
　7月1日（金）、この日は2年生が苗をプランターに移植しました。この苗は、5月下旬に地域のボランティアの人が
種をまき、大切に育ててきました。 
　授業では、ボランティアの人から苗の移植の仕方や水のやり方の指導を受けました。その後、児童たちは実際にプ
ランターに土を入れ、苗を手に取り、とても上手に移植できました。 
　国体時には学校周辺に並べて、全国から熊山に訪れる多くの人を歓迎します。暑い日が続きますが、しっかり水や
りをしてきれいな花を咲かせてください。 
 

◇岡山クラブ（男子） 
　全日本社会人ホッケー選手権大会出場決定！ 

　5月28（土）～29日（日）、広島県ビックアーチで、中国社会人ホッ
ケー選手権大会が行われました。 
　岡山クラブ男子は、初戦、昨年優勝の島根クラブと対戦し、
0対0で延長戦にもつれ込み、延長後半にVゴール
で劇的な勝利を収めました。翌日の決勝戦では、
広島山陽クラブを破り、見事優勝に輝きました。 
　岡山クラブ男子は、次回国体のリハーサル大会であ
る全日本社会人選手権大会（9月、兵庫県開催）への出
場を決めました。全国大会での活躍も期待しています。 
 

 

▲移植はていねいにね ▲上手に植えたよ ▲水やりも忘れずに 

t
国
体
で
も
優
勝
目
指
す
ぞ
!!
 



12広報あかいわ（平成17年8月号） 

   

第
二
十
一
回
若
葉
カ
ッ
プ 

全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

（
京
都
府
長
岡
京
市
） 

◇
岡
山
選
抜
選
手 

　
山
陽
北
小
学
校
五
年
生 

　
岡
c
　
梨
紗（
桜
が
丘
西
10
丁
目
） 

         

第
六
回
全
国
小
学
生 

Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会（
札
幌
市
） 

◇
岡
山
選
抜
選
手 

　
山
陽
小
学
校
六
年
生 

　
中
永
　
彩
夏（
五
日
市
） 

        

第
二
十
七
回
全
国 

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

（
東
京
都
） 

◇
五
十
　
・
百
　
平
泳
ぎ 

　
桜
が
丘
中
学
校
一
年
生 

　
近
藤
　
夏
奈（
桜
が
丘
西
８
丁
目
） 

　
近
藤
さ
ん
は
昨
年
度
、五
十
　
お

よ
び
二
百
　
平
泳
ぎ
で
岡
山
県
短
水

路
学
童
新
記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。 

　
五
十
　
　
三
四
秒
九
七 

　
二
百
　
　
二
分
四
二
秒
〇
四 

             

　
六
月
五
日（
日
）に
高
陽
中
学
校
で
、

約
百
四
十
人
が
参
加
し
て
卓
球
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、昭
和
五
十
年
か
ら

六
十
回
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
「
山

陽
町
卓
球
大
会
」
を
、合
併
を
契
機

と
し
て
「
赤
磐
市
卓
球
大
会
」
と
名

称
変
更
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◇
団
体
戦 

　
優
　
勝
　
新
芳
男
子
Ａ 

　
準
優
勝
　
山
陽
Ｂ 

　
第
三
位
　
新
芳
女
子
Ａ 

　
　
　
　
　
瀬
戸
内
Ａ 

◇
個
人
戦 

【
Ａ
ク
ラ
ス
】 

　
優
　
勝
　
林
　
　
祐
介（
山
　
陽
） 

　
準
優
勝
　
武
田
　
健
司（
山
　
陽
） 

　
第
三
位
　
福
田
　
祐
己（
山
　
陽
） 

　
　
　
　
　
郡
山
　
一
幸（
瀬
戸
内
） 

【
Ｂ
ク
ラ
ス
】 

　
優
　
勝
　
遠
部
　
倫
子（
新
　
芳
） 

　
準
優
勝
　
高
木
　
陽
加（
新
　
芳
） 

　
第
三
位
　
立
川
　
裕
記（
建
部
中
） 

　
　
　
　
　
山
崎
　
隆
司（
新
　
芳
） 

【
初
心
者
ク
ラ
ス
】 

　
優
　
勝
　
大
森
須
恵
子（
新
　
芳
） 

　
準
優
勝
　
安
河
内
和
恵（
新
　
芳
） 

　
第
三
位
　
高
森
　
将
大（
新
　
芳
） 

　
　
　
　
　
杉
村
　
幸
子（
新
　
芳
） 

    

　
五
月
二
十
四
日
か
ら
六
月
二
十
二

日
の
七
日
間
に
わ
た
り
、ふ
れ
あ
い
公

園
体
育
館
を
会
場
に
、山
陽
地
域
か

ら
十
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◇
一
部
リ
ー
グ 

　
優
　
勝
　
Ｏ
Ｓ
Ｖ
Ｃ 

Ａ 

　
準
優
勝
　
ホ
ワ
イ
ト
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス 

　
第
三
位
　
山
陽
Ａ 

◇
二
部
リ
ー
グ 

　
優
　
勝
　
ナ
イ
ス
Ｖ
Ｃ 

　
準
優
勝
　
桜
が
丘
ク
ラ
ブ
Ｂ 

　
第
三
位
　
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
ク
ラ
ブ 

◇
三
部
リ
ー
グ 

　
優
　
勝
　
サ
ン
シ
ャ
イ
ン 

　
準
優
勝
　
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
・
Ｓ
Ｃ 

　
第
三
位
　
や
よ
い
Ｖ
Ｃ 

    

　
六
月
二
十
六
日（
日
）に
ふ
れ
あ
い

公
園
体
育
館
を
会
場
に
、市
内
か
ら

九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
優
　
勝
　
桜
が
丘
ク
ラ
ブ 

　
準
優
勝
　
山
陽
チ
ェ
リ
ー
ズ 

　
第
三
位
　
山
陽
く
ら
ぶ 

     

           

　
六
月
十
九
日（
日
）に
磐
梨
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
磐
梨
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会（
九
チ

ー
ム
参
加
）が
、桜
が
丘
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
桜
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会（
十
五
チ
ー
ム

参
加
）が
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

磐
梨
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会 

　
優
　
勝
　
江
見
・
吉
野
ス
ポ
ー
ツ 

　
　
　
　
　
少
年
団（
美
作
市
） 

　
準
優
勝
　
行
幸
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
　
　
　（
瀬
戸
内
市
）　 

桜
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会 

　
優
　
勝
　
行
幸
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
　
　
　（
瀬
戸
内
市
）　 

　
準
優
勝
　
桜
が
丘
ス
ポ
ー
ツ 

　
　
　
　
　
少
年
団（
赤
磐
市
） 

全
国
大
会
出
場 

　
　
　
お
め
で
と
う
！ 

第
一
回
赤
磐
市 

　
　
　
卓
球
大
会
結
果 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
　
　
交
歓
大
会
開
催 

第
五
十
一
回
職
場
ク
ラ
ブ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
結
果 

第
四
十
四
回
山
陽
地
域 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル メ

ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 
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シリーズr

介
護
 ４ 

      　
赤
坂
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
平
成
十
三
年
度
よ
り
赤

坂
地
区
二
十
一
カ
所
へ
出
向
き

介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
地
域
に
出
向
く
こ
と
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
支
援
セ
ン
タ

ー
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
き
、
介
護
や
生
活
上
の
心

配
ご
と
を
相
談
し
や
す
い
環
境

を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

★
教
室
の
内
容
は
、
 

q
転
倒
予
防
 

w
閉
じ
こ
も
り
予
防
 

e
肺
炎
予
防
 

r
生
活
習
慣
病
予
防
 

　
こ
の
四
点
に
つ
い
て
、
講
話

や
体
操
を
交
え
、
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
最
近
よ
く
耳
に
す

る
の
は
q
転
倒
予
防
で
す
。
転

倒
は
寝
た
き
り
の
原
因
の
第
二

位
で
す
。
 

（
ク
イ
ズ
…
第
一
位
は
な
ん
で

し
ょ
う
？
答
え
は
終
わ
り
に
。
）
 

　
マ
ス
コ
ミ
で
た
び
た
び
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
大
切
さ

は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
筋
ト
レ
は
非
常
に

大
切
で
す
が
、
バ
ラ
ン
ス
能
力

に
も
ぜ
ひ
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
 

介
護
予
防
教
室
で
の
体
力
測
定

で
は
、
筋
力
は
あ
る
が
バ
ラ
ン

ス
能
力
の
低
い
人
が
目
立
ち
ま
す
。

日
々
の
生
活
の
中
で
筋
力
、
バ

ラ
ン
ス
能
力
を
鍛
え
て
転
倒
し

に
く
い
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
 

　
今
回
は
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
高

め
る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
 

q
開
眼
片
足
立
ち
　
 

    w
一
本
橋
歩
き
（
足
元
を
見
ず

　
視
線
は
前
方
、
畳
の
縁
や
廊

　
下
の
板
の
目
に
沿
っ
て
歩
く
 

      e
閉
眼
そ
の
場
足
踏
み
（
平
衡
 

　
感
覚
を
鍛
え
ま
す
）
 

    〈
注
意
〉
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
転
倒

の
危
険
性
が
大
き
い
の
で
、
必

ず
そ
ば
に
支
え
る
も
の
が
あ
る

場
所
（
壁
や
、
安
定
性
の
あ
る

椅
子
の
横
な
ど
）
で
行
い
ま
し

ょ
う
。
 

  ●
ク
イ
ズ
の
答
え
…
脳
血
管
 

 

疾
患
（
脳
梗
塞
、
脳
出
血
等
）
 

 赤
坂
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
 

1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
３
８
 

　
必
要
な
栄
養
素
は
食
事 

　
か
ら
と
る
こ
と
が
基
本 

  

　
健
康
ブ
ー
ム
で
す
ね
。
食

生
活
の
偏
り
を
改
善
し
た
り

健
康
の
維
持
・
増
進
を
目
的

と
し
た
り
し
て
、
サ
プ
リ
メ

ン
ト
を
利
用
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
サ
プ
リ
メ
ン
ト

や
健
康
食
品
と
呼
ば
れ
る
食

品
に
は
、
「
保
健
機
能
食
品
」

と
「
一
般
食
品
」
が
あ
り
ま

す
。 

　
保
健
機
能
食
品
と
は
健
康

を
保
つ
た
め
に
作
ら
れ
、
科

学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
厚
生

労
働
省
が
定
め
た
条
件
を
満

た
す
も
の
で
、
糖
の
吸
収
を

穏
や
か
に
す
る
お
茶
や
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え

た
体
脂
肪
が
つ
き
に
く
い
食

用
油
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一

般
食
品
は
、
い
わ
ゆ
る
健
康

食
品
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
ロ

イ
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
や
ク
ロ
レ
ラ

な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
す
。 

　
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
、
医
師

が
処
方
す
る
薬
と
は
ち
が
い

個
人
が
選
択
し
、
個
人
の
責

任
で
使
用
す
る
も
の
で
す
。

即
効
性
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

一
〜
二
カ
月
は
継
続
し
て
様

子
を
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
必
要
な
栄
養
素
は
食

事
か
ら
と
る
こ
と
が
基
本
で

す
。
ま
ず
日
常
の
食
事
を
見

直
し
、
何
が
不
足
し
て
い
る

か
を
見
極
め
た
う
え
で
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
上
手
に
利

用
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

◎
注
意
点 

＊
病
気
の
治
療
を
受
け
て
い

　
る
人
は
、
薬
と
の
飲
み
あ

　
わ
せ
で
悪
影
響
が
お
こ
る

　
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

＊
妊
娠
中
や
授
乳
中
に
は
禁

　
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ

　
り
ま
す
。
表
示
を
し
っ
か

　
り
読
む
こ
と
が
大
切
で
す
。 

＊
子
ど
も
の
場
合
は
特
に
毎

　
日
の
食
事
を
し
っ
か
り
と

　
る
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、

　
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
頼
る
こ

　
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

＊
多
く
と
れ
ば
効
果
が
増
す

　
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。
記
載
し
て
あ
る
量

　
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

 

『
介
護
予
防
教
室
が
 

　
　
　
始
ま
り
ま
し
た
！
』
 

不足している栄養素や体によい効果を与える成分を補う食品！ 

サプリメントは上手に 
　　　　　利用しましょう 
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図書館 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

図書館の紹介 

『声の広報あかいわ』 

　3月7日の合併により赤磐市に4つ
の市立図書館が誕生しました。 
　それぞれの図書館の活動を順番に
紹介しています。 
　今回は、おもに中央図書館の紹介
です。 

　やまびこ朗読会の皆さんが、広報あかいわを朗読・録音したカセットテープを
中央図書館で貸し出しています。貸出期間は2週間です。 

『えほんのじかん～赤ちゃんから幼児向け～』 

　毎回2～3冊の絵本の読み聞かせをしています。忙しいお母
さんもちょっとひと息、お子さんと出かけてみませんか？ 

日 時  
場 所  

毎週水曜日午前11時～ 
中央図書館児童コーナー 

『としょかんわくわくタイム～幼児から小学生向け～』 

　おはなし、絵本の読み聞かせ、おりがみ、など･･･いろいろ
あるよ♪何があるかはそのときのおたのしみ！ 

日 時  
場 所  

毎週土曜日午後2時30分～3時 
中央図書館学習室 

　大きなトラックにすてきな絵本をいっ
ぱいのせておはなしキャラバンがやって
きます♪ 
　楽しいおはなし、ゆかいなおはなし…
どんなおはなしにあえるかな？みんなそ
ろっておはなしの国へきてください。 
 

日 時  
 
場 所  

8月28日（日） 
午後3時30分～4時30分 
熊山図書館 
 

▲絵本の読み聞かせに夢中 

　｢民話の寺小屋｣の皆さんと図書館の職員
がおはなしをします。こわ～いおはなし、
おもしろいおはなし…いろいろなおはなし
が聞けるよ。 

日 時  
 
場 所  
だしもの 

8月20日（土） 
午後2時30分～ 
中央図書館学習室 
「白い家のおじいさん」 
「へっこきあねさ」 
「あずきとぎのおばけ」ほか 

夏
休
み 

お
は
な
し
大
会 

お
は
な
し 

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
が 

　
　
や
っ
て
く
る
♪ 

ア
ニ
メ 

　
映
画
会 

人
形
劇 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

　ぜひみんなで見にきてね！！ 
　※飲食物の持ち込みはできません。 
 

日 時  
 
場 所  
だしもの 

8月6日（土） 
午後1時30分～ 
吉井図書館 
アニメ映画『ドラえもん』 

　とってもたのしいだしものがたくさんあ
るよ♪ さて、何がでてくるかな?? 
　ぜひみんなで見にきてね！！　 
 

日 時  
 
場 所  
出 演  
だしもの 

9月3日（土） 
午後2時30分～ 
中央図書館 
まるパンの会 
人形劇『ヘンデルとグレー
テル』、手品『わかピーのマ
ジックショー』など 

中
央
図
書
館 

吉
井
図
書
館 

中
央
図
書
館 

熊
山
図
書
館 

＜定例行事＞ 

中央図書館 
高陽中 

赤磐消防署 

赤磐市役所 

山陽小 

備前下市 
簡易郵便局 

赤磐医師会病院 

山陽交番 

JAあかいわ 

253
27
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山
本
徳
一
（
以
下
「
徳
一
」）
は
、

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
十
二

月
十
五
日
、
赤
坂
郡
由
津
里
村
（
現

赤
磐
市
由
津
里
）
に
、
父
山
本
友

三
郎
・
母
リ
キ
の
三
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。 

　
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）

十
九
歳
の
徳
一
は
、
修
学
の
た
め
、

大
阪
に
向
か
い
ま
す
。 

　
大
阪
市
の
岡
病
院
に
薬
局
生
と

し
て
勤
務
し
な
が
ら
大
阪
慈
恵
病

院
医
学
校
に
通
学
し
、
そ
の
五
年
後
、

東
京
の
済
生
学
舎
に
入
学
し
ま
し
た
。 

 あ
こ
が
れ
の
都
に
着
き
て
忘
ら
え
ぬ
 

宿
の
夕
ぞ
ニ
コ
ラ
イ
の
鐘
 

徳
一
 

 　
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

医
術
開
業
試
験
に
合
格
し
た
二
十

七
歳
の
徳
一
は
、
故
郷
の
鳥
取
上

村
由
津
里
の
自
宅
に
て
開
業
し
ま

し
た
。 

　
当
時
、
日
本
の
農
村
に
は
衛
生

の
概
念
が
少
な
く
出
産
に
よ
っ
て

命
を
お
と
す
女
性
も
多
く
、
ま
た
、

乳
児
死
亡
率
も
高
い
時
代
で
し
た
。 

 仕
来
り
の
座
板
出
産
の
不
衛
生
 

青
年
医
わ
れ
は
堪
え
ざ
ら
む
と
す
 

徳
一
 

 　
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）、
文
部

省
学
校
衛
生
講
習
会
を
受
講
し
た

徳
一
は
、
翌
年
、
母
子
の
衛
生
的

保
護
運
動
を
目
的
に
、
鳥
取
上
村

長
小
坂
峰
三
、
石
相
尋
常
高
等
小

学
校
長
遠
藤
長
定
、
小
坂
金
吾
医
師
、

小
坂
奈
良
与
産
婆
な
ど
の
協
力
の
下
、

石
相
尋
常
高
等
小
学
校
を
中
心
と

し
て
「
母
の
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
活
動
は
、
毎
年
二
回
以
上
、

母
親
・
妊
婦
を
集
め
て
、
妊
娠
中
・

分
娩
時
の
心
得
、
乳
児
期
・
幼
児

期
の
衛
生
、
幼
児
の
躾
方
な
ど
に

つ
い
て
講
話
し
、
小
学
校
入
学
前

に
は
身
体
検
査
を
す
る
な
ど
発
育

状
態
の
調
査
を
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
実
績
は
、
乳
児
死
亡
率
の

大
幅
な
減
少
と
な
り
、
確
実
に
あ

が
っ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。 

　
後
年
「
母
子
保
健
法
」
が
制
定

さ
れ
ま
す
が
、
実
に
こ
の
半
世
紀

後
の
昭
和
四
十
年
の
こ
と
で
す
。 

　「
母
の
会
」
は
、
そ
の
後
「
石
相

尋
常
高
等
小
学
校
衛
生
会
」
と
改

称
さ
れ
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）

に
は
「
鳥
取
上
村
小
児
保
護
協
会
」

へ
と
発
展
し
ま
す
。 

　
同
協
会
の
精
神
と
事
業
は
、
今

日
の
「
母
子
保
健
法
」
を
は
じ
め
「
保

健
所
法
」・「
学
校
保
健
法
」・「
児

童
福
祉
法
」
等
、
諸
制
度
の
中
に

生
き
て
い
ま
す
。 

　
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
、 

石
相
尋
常
高
等
小
学
校
の
隣
に
、

鳥
取
上
村
小
児
保
護
協
会
会
館
が

建
て
ら
れ
、
診
察
室
・
産
室
・
研

究
室
・
図
書
室
な
ど
が
整
備
さ
れ

た
の
で
し
た
。 

　
後
に
同
協
会
は
、
財
団
法
人
組

織
と
な
り
、
そ
の
後
、
社
会
福
祉

法
人
組
織
と
な
り
ま
す
。
昭
和
二

十
一
年
（
一
九
四
六
）、
児
童
養
護

施
設
「
天
心
寮
」
を
同
地
に
創
設

し
ま
す
。 

 つ
ぎ
つ
ぎ
に
集
る
児
ら
を
う
け
入
る
る
 

施
設
乏
し
く
わ
が
老
い
む
と
す
 徳

一
 

 　
一
筋
に
社
会
福
祉
事
業
に
尽
く

し
た
徳
一
は
、
藍
綬
褒
章
、
山
陽

新
聞
賞
、
勲
四
等
瑞
宝
章
な
ど
を

受
賞
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九

五
九
）
に
は
、
石
相
小
学
校
に
徳

一
の
銅
像
が
建
立
さ
れ
、
同
三
十

七
年
（
一
九
六
二
）
に
は
、
赤
坂

町
名
誉
町
民
第
一
号
の
称
号
を
受

け
た
の
で
し
た
。 

　
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）

一
月
二
十
五
日
、
地
域
の
人
々
と

共
に
、
時
代
の
先
駆
者
と
し
て
生

き
た
徳
一
は
、
九
十
七
歳
に
て
永

眠
し
ま
し
た
。 

　
現
在
、
児
童
養
護
施
設
「
天
心
寮
」

は
、
孫
の
山
本
光
佐
氏
に
よ
っ
て

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

（
山
陽
郷
土
資
料
館
・
高
畑
富
子
） 

●
参
考
文
献
『
赤
坂
町
誌
』『
徳
翁
歌
集
』

他
 

●
ビ
デ
オ
『
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
　
見
れ
ば

む
か
し
』 

2

山本　徳一 
＜医師・社会事業家／由津里＞ 

郷土の 

物 人 
やまもと とくいち 

し

き

た

 

▲現在（平成17年）の天心寮 ▲改築前の天心寮 ▲鳥取上村小児保護協会会館 

『徳翁歌集』より 
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3 4 5 6

9 10 11 12 13

16 17 18 19 20

23 24 25

31

26 27

30 9/29/1 9/3

●無料法律相談　１０：００～１５：００ 
　（本庁２階　第１会議室） 
●幼児食講習会（要予約） 
　１０：００～１２：００ 
　（熊山保健福祉総合センター） 
 

2
●高月公民館まつり　９：００～ 
●としょかんわくわくタイム 
　１４：３０～（中央図書館） 
●アニメ映画会　１３：３０～ 
　（吉井図書館） 
●両宮地域ぐるみ盆踊り大会 
　２０：００～（高月公民館） 
 

●「おひさま」おはなし会 
　１１：００～（熊山図書館） 
●としょかんわくわくタイム 
　１４：３０～（中央図書館） 
●おはなし会　１４：００～ 
　（吉井図書館） 
●公開講座「ペルセウス座流星群」
　１９：００～２２：００（竜天天文台） 
 
 

●夏休みおはなし大会 
　１４：３０～（中央図書館） 
●親子押し花教室 
　１０：００～１２：００（高月公民館） 

●「おはなしのおへや」おはなし会 
　１５：３０～（熊山図書館） 
●よろず相談　１０：００～１２：００ 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●乳がん検診〈視触診〉（熊山）
　集団 

●よろず相談　１３：００～１５：００ 
　（熊山保健福祉総合センター）
●「おはなしのおへや」おはなし会 
　１５：３０～（熊山図書館） 
●人権・行政・法律相談 
　１０：００～１５：００ 
　（赤坂健康管理センター） 

●交通安全日 
●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 
●１歳６か月児健診 
　１３：００～１３：３０（山陽保健センター） 
●たんぽぽの会　１０：００～１１：００ 
　（赤坂公民館） 

●２歳６か月児歯科健診 
　１３：００～１３：３０ 
　（山陽保健センター） 

●育児相談 
　対象：H16年10月・H17年1月生 
　１０：００～１１：００ 
　（山陽保健センター） 

●合同相談　13：00～14：00受付 
　（仁美農村振興センター） 
●ケーキ作り教室 
　１０：００～１３：００（西山公民館） 
●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 

●健康づくり運動教室 
　１０：００～１３：００ 
　（吉井保健センター） 
 

●乳児健診　１３：００～１３：３０ 
　（山陽保健センター） 

●３歳児健診　１３：００～１３：３０ 
　（山陽保健センター） 

●乳がん検診〈視触診〉（熊山）
　集団 

●としょかんわくわくタイム 
　１４：３０～（中央図書館） 
●お笑い赤坂亭定例寄席 
　１９：００～２０：００（お笑い赤坂亭） 
●おすわ祭り　１８：００～２３：００ 
　（赤磐市周匝諏訪神社境内） 
●子どものひろば 
　１０：００～１１：３０（山陽公民館） 
●ドキドキ講座　９：００～１２：００ 
　（熊山公民館） 

●自然観察　８：３０～１７：００ 
　（西山公民館） 
●乳がん検診〈マンモグラフィ〉 
　（山陽） 
●人権・行政・法律相談 
　１０：００～１５：００ 
　（赤坂健康管理センター） 

●無料法律相談　１３：００～１６：００ 
　（産業会館２階ふるさと交流室） 
●「おはなしのおへや」おはなし会 
　１５：３０～（熊山図書館） 
 

●人形劇フェスティバル 
　１４：３０～（中央図書館） 
 

火 水 木 金 土 

●将棋大会　９：００～ 
　（吉井文化会館） 
●わくわく講座　７：４５～１７：００ 
　（熊山公民館） 
●乳がん検診〈マンモグラフィ〉 
　（熊山） 

●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 
●健康相談（熊山） 
　熊山地域対象　 
　９：３０～１１：００（ほほえみ） 
●たんぽぽの会　１０：００～１１：００ 
　（赤坂公民館） 

●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 
●離乳食講習会　１０：００～１１：３０ 
　（熊山保健福祉総合センター） 

●交通安全日 
●乳がん検診〈マンモグラフィ〉 
　（赤坂） 
●健康相談（熊山） 
　熊山地域対象　９：３０～１３：００ 
　（桜が丘いきいき交流センター） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

 

Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

8月 

平成17年 ★8月の税・保険料を期限内に納めましょう（8月31日まで） 
　●市県民税　２期　　●国民健康保険税　３期 
　●水利地益税　２期　●介護保険料　３期（赤坂・熊山・吉井地域） 
★乳がん検診（マンモグラフィ）についてお知らせします 
　［対　象］市の乳がん検診（視触診）受診者のうち４０歳以上の女性 
　［内　容］マンモグラフィ（乳房X線検査） 
　［その他］詳しい場所、時間は健康カレンダーをご覧ください。 



休館日 

休館日 

※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上で初心者講習修了者に限りま
　す。初心者講習は★印に行っていま
　すが電話予約が必要です。 
　受講料４００円　再受講料３００円 

△日曜日開放時間 
　９：００～１１：００、１１：３０～１３：３０、 
　１４：００～１６：００ 

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 
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◯ 
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◯ 

◯ 

◯ 

◯ 
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◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 
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◯ 

◯ 

◯ 
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◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

 

◯ 

◯ 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

 

 

☆ 

☆ 

　 

 

　 

　 

　 

 

☆ 
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☆ 

☆ 
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☆ 

　 

　 

 

 

 

★ 

 

★ 

 

　 

 

 

★ 

 

　 

　 

　 

　 

 

★ 

 

★ 

　 

 

　 

 

★ 

 

 

山陽ふれあい公園 

△下記参照 

△下記参照 

△下記参照 

△下記参照 

開放中止 

休館日 休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 休館日 

休館日 

休館日 

1 0869-54-23231 0869-55-4432

吉井B&G海洋センター 
屋内プール トレーニングルーム 屋内プール トレーニングルーム 

１０：００～ 
１２：００ 

１４：００～ 
１６：００ 

１８：３０～ 
２０：３０ 

９：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１７：００ 

初心者 
講　習 
実施日 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２２：００ 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…４００円 
　　　　中学生以下…２００円 
 
 
 

●トレーニングルーム…３００円 

※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上です。 

○ 屋内プール一般開放　　　☆ トレーニングルーム開放 

8
月 

日 

M O N T H L Y  S C H E D U L E
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◯ 

◯ 

◯ 
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◯ 
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◯ 

◯ 

◯ 
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◯ 

◯ 

◯ 

 

 

◯ 
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◯ 

◯ 

◯ 

◯ 
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◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

 

◯ 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…１００円 
　　　　中学生以下…５０円 
●トレーニングルーム…１００円 

●乳がん検診〈マンモグラフィ〉 
　（吉井） 

●乳がん検診〈マンモグラフィ〉 
　（熊山） 

●高月公民館まつり　９：５０～ 
　（高月公民館） 
●赤磐市夏まつり　１８：３０～ 
　（山陽グラウンド） 
●竜天天文台　七夕のゆうべ 
　１８：００～２１：００（吉井公民館） 

●絵だより教室　１３：３０～１５：３０ 
　（笹岡公民館） 

1

7 8

14 15

21 22

28 29

日 月 

●囲碁大会　９：００～ 
　（吉井文化会館） 
●乳がん検診〈マンモグラフィ〉 
　（熊山） 

●備前阿波踊り祭り　１０：００～ 
　（赤磐市周匝諏訪神社境内） 
●おはなしキャラバン 
　１５：３０～１６：３０（熊山図書館） 
●楽しいクッキング　１０：００～ 
　（熊山図書館） 

［医］うえの内科小児科医院 
　　1０８６９-５６-０５０５ 
［医］佐伯北診療所 
　　1０８６９-５４-２０３２ 

［医］おおくま皮ふ科医院 
　　1０８６９-５５-８８１２ 
［医］市立熊山病院 
　　1０８６９９-５-１２５１ 

◆図書館休館日（全館） 
［医］梶原内科医院 
　　1０８６９-５５-３７５０ 
［医］戸川医院 1０８６９-５７-２６１１ 

［医］片山医院 1０８６-２２９-２１６６ 
［医］森医院 1０８６９-５７-２４００ 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

Sunday Monday

［医］＝休日当番医　◆＝図書館休館日 
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◇日　　　時 
 
 
 
◆場　　　所 
◇受 講 条 件 
 
 
 
◆定　　　員 
◇受　講　料 
◆テキスト代 
◇申 込 締 切  
 
 
◆問い合わせ先 

◎はじめてのワード入門 
　初心者を対象に、文字入力から文書保存、文書のレイア
ウトまで基礎からゆっくりと誰にでもわかりやすく学習して
いきます。 

初心者向けパソコン講座 

9月5日（月）、6日（火）、8日（木）、9日（金） 
午前9時～正午 
午後1時30分～4時30分 
午後6時30分～9時30分 
赤磐市立中央公民館 
¡マウス操作ができること。 
¡Windowsの基本操作ができること。 
¡文字入力などのキーボード操作がで
　きること。 
各回10人（先着順） 
3,000円（1コース4日分） 
実費 
8月19日（金） 
※受講料を添えてお申込みください。 
（電話での申し込みはできません。） 
赤磐市立中央公民館 
10869-55-0069

◇日　　　時 
 
 
 
 
◆場　　　所 
◇受 講 条 件 
 
 
 
◆定　　　員 
◇受　講　料 
◆テキスト代 
◇申 込 締 切  
 
 
◆問い合わせ先 

◎はじめてのエクセル入門 
　初心者を対象に、エクセルのしくみ、計算方法、グラフ作
成など基礎からゆっくりと誰にでもわかりやすく学習して
いきます。 

9月12日（月）、13日（火）、15日（木）、 
16日（金） 
午前9時～正午 
午後1時30分～4時30分 
午後6時30分～9時30分 
赤磐市立中央公民館 
¡マウス操作ができること。 
¡Windowsの基本操作ができること。 
¡文字入力などのキーボード操作がで
　きること。 
各回10人（先着順） 
3,000円（1コース4日分） 
実費 
8月26日（金） 
※受講料を添えてお申込みください。 
（電話での申し込みはできません。） 
赤磐市立中央公民館 
10869-55-0069

中央公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
 
 
◆場 　 　 所  
◇講　　　師 
 
◆対　　　象 
 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇問い合わせ先 
 

　同年齢の子どもを持つお母さん・お父さん、親子で友だ
ちを見つけにおいでよ！ 

なかよしひろば 
　　2・3歳児クラス（託児付） 

9月16日（金）、30日（金）、10月14日（金）、
28日（金）、11月11日（金）、12月9日（金）、
16日（金）、22日（木）〔※最終日のみ祝
日のため、木曜日となります〕 
午前10時～11時30分 
赤磐市立西山公民館 
レクリエーションコーディネーター 
高見　博子 
平成14年4月2日～平成16年4月1日生
まれのお子さんとその親（先着順） 
30組 
2,400円 
赤磐市立中央公民館 
10869-55-0069 

中央公民館主催講座 

★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

◇日　　　時 
 
◆講　　　師 
 
◇対　　　象 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
◆申 込 締 切  
◇会場・問い合わせ先 

　唱歌など思い出の歌を歌い継ぎ、お互いの心を通わせて
みませんか。 

思い出を歌う集い 

9月20日（火）、10月18日（火） 
午前10時～正午 
旧就実高校音楽教諭 
井上　清光 
一般 
15人（先着順） 
1回300円 
8月30日（火） 
赤磐市立山陽公民館 
10869-55-9777 

山陽公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆場　　　所 
◇入　場　料  
◆問い合わせ先 

　当日は、天文台を無料開放し、夏の夜空の観察会を行い
ます。そのほかにも、アニメ上映、勾玉作り、お飾り作りなど

竜天天文台　七夕のゆうべ 

8月7日（日）　午後6時～9時 
竜天天文台公園 
無料 
赤磐市立吉井公民館 
10869-54-1379 
 

吉井公民館主催講座 
 

親子で遊ぼう！作って遊ぼう！みんなと遊ぼう！ 
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★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

◇日　　　時 
◆講　　　師 
 
◇対　　　象 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
◆申 込 締 切  
◇会場・問い合わせ先 

　紅茶のおいしい入れ方を学びながらお互いの交流を深
めませんか。 

くつろぎの英国式ティータイム 

9月1日（木）　午前10時～正午 
日本紅茶協会認定ティーインストラクター 
藤原　雅恵 
一般 
15人（先着順） 
350円（材料代を含む） 
8月12日（金） 
赤磐市立西山公民館 
10869-55-0777 
 

西山公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆講　　　師 
◇定 　 　 員  
◆参　加　費 
◇会場・問い合わせ先 

　描いて楽しい、もらってうれしい、絵だより！ 
　あなたも描いてみませんか。 

絵だより教室 

毎月第3月曜日 
午後1時30分～3時30分 
武本　宣子 
18人（先着順） 
無料（必要時に実費負担） 
赤磐市立笹岡公民館 
10869-57-2214 
 

笹岡公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
 
 
◆場　　　所 

　今年から公民館グループの活動成果を発表する“公民
館まつり”を高月地区の両宮地域ぐるみ活動協議会の発表
と合同開催します。 
　皆さん、お誘いあわせのうえお越しください。 

高月公民館まつり 

8月6日（土） 
　午前9時～午後8時　展示発表 
　午後8時～10時　盆踊り大会 
8月7日（日） 
　9時50分～16時　ステージ発表 
赤磐市立高月公民館 
1086-229-9777 
 

高月公民館主催講座 

　初秋の玄関や食卓におしゃれなフラワーをアレンジして
みませんか。 

◇日　　　時 
 
◆講　　　師 
 
◇対　　　象 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
◆申 込 締 切  
◇会場・問い合わせ先 

フラワーアレンジメント 

9月17日（土）、10月15日（土）、11月19
日（土）　午前10時～正午 
日本フラワーデザイナー協会本部講師 
守口　千鶴 
一般（3回とも参加できる人） 
15人（先着順） 
1,500円（1回分の材料代） 
8月20日（土） 
赤磐市立西山公民館 
10869-55-0777 

西山公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆場　　　所 
◇定 　 　 員  
◆参　加　費 
◇申 込 締 切  
 
 
◆問い合わせ先 

8月27日（土）　午前9時～正午 
※雨天の場合は中止とします 
赤磐市小野田川　石砂橋周辺 
30人（先着順） 
無料 
8月20日（土） 
※当日は水に入ってもよい服装で、帽子
　とタオルを準備してください。 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360 

　自然大好き人間あつまれ。 
　赤磐市に生息する身近な動物について観察してみよう。
（水の中の生き物を調べてみよう。） 
 

ドキドキ講座／自然観察会 

熊山公民館主催講座 

自然だいすき 

◇日　　　時 
 
◆場　　　所 
◇対　　　象 
◆定 　 　 員  
 
◇参　加　費 
◇申 込 締 切  
 
 
 
◆問い合わせ先 

8月23日（火） 
午前7時45分～午後5時 
岡山市京山　池田動物園 
小学3年生～6年生 
40人(先着順） 
※応募者多数の場合は抽選とします 
2,500円 
8月10日（水） 
※申込み用紙は赤磐市立中央公民館、
　赤坂公民館、熊山公民館、吉井公民
　館にあります。 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360

　みんなは知っていますか？…ライオンやトラのいるおりは、
いつ掃除するの？ペンギンや白くまは、どうやって暑い夏を
くらすの？・・・などいろいろな疑問を、池田動物園の飼育係
さんの手伝いをしながら、動物を見てみよう！ 

夏休み動物園体験教室 

熊山公民館主催講座 

わくわく講座 



●本庁代表 
　10869-55-1111 
●赤坂支所代表 
　10869-57-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　10869-54-1111

吉
井
文
化
会
館
主
催 

囲
碁
・
将
棋
大
会 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
・ 

岡
山 

           

　
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
る
所
で
す
。
子
ど

も
や
家
庭
の
悩
み
な
ど
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
（
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
）
。 

相
談
内
容 

¡

わ
が
ま
ま
・
内
気
・
反
抗
な
ど

　
性
格
の
問
題 

¡

知
能
・
言
葉
の
遅
れ
や
心
身
の

　
障
害
の
こ
と 

¡

保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
生
活 

　
に
関
す
る
こ
と 

¡

夜
遊
び
・
家
出
・
万
引
き
な
ど

　
困
っ
た
行
動 

¡

親
子
・
兄
弟
姉
妹
関
係
な
ど
家

　
庭
内
の
問
題 

¡

虐
待 

¡

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
の
問

　
題 

¡

そ
の
他
子
ど
も
に
つ
い
て
心
配

　
な
こ
と 

相
談
開
設
日 

　
月
・
水
・
木
曜
日 

　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時 

※
ご
利
用
の
人
は
事
前
に
電
話
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
市
社
会
福
祉
事
務
所 

　
（
家
庭
児
童
相
談
室
） 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
５ 

   

日
　
時
　
八
月
五
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時 

場
　
所 

　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

対
　
象
　
赤
坂
地
域
の
乳
幼
児 

持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳 

内
　
容
　
身
体
計
測
、
育
児
相
談
、

　
栄
養
相
談 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

   

　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉
強

し
ま
す
。
（
要
予
約
） 

日
　
時
　
八
月
三
十
一
日
（
水
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー
調
理
室 

対
象
者
　
四
カ
月
か
ら
一
歳
五
カ

　
月
児
の
保
護
者
（
託
児
有
） 

定
　
員
　
先
着
二
十
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
母
子
健
康
手
帳 

申
し
込
み
先 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
７ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
７
４ 

     

　
育
児
を
応
援
し
て
ほ
し
い
人
と

育
児
を
応
援
し
た
い
人
と
が
会
員

登
録
し
、
育
児
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

◇
地
域
に
子
育
て
支
援
の
輪
を 

　
広
げ
た
い 

　
核
家
族
化
の
進
行
、
地
域
の
人

の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
に
よ

り
、
母
親
一
人
に
子
育
て
の
重
圧

が
の
し
か
か
り
子
育
て
が
困
難
な

時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
地
域
の
人
の
つ
な
が
り
を
再

構
築
し
親
が
安
心
し
て
子
育
て
の

で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。 

◇
サ
ポ
ー
ト
内
容
は 

　
保
育
施
設
の
保
育
時
間
外
の
子

ど
も
の
預
か
り
や
送
迎
。
幼
稚
園

児
や
学
童
の
預
か
り
や
送
迎
。
軽

度
の
病
児
保
育
な
ど
、
子
ど
も
の

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

な
る
べ
く
、
希
望
に
そ
え
る
よ
う

相
談
に
の
り
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。 

◇
会
員
に
な
る
に
は 

　
サ
ポ
ー
ト
会
員
は
、
赤
磐
市
内

に
在
住
の
人
で
、
六
十
五
歳
ぐ
ら

い
ま
で
の
心
身
と
も
に
健
康
で
、

自
宅
や
当
セ
ン
タ
ー
で
、
子
ど
も

を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人
。 

依
頼
会
員
は
、
十
二
歳
未
満
（
障

害
の
あ
る
子
ど
も
さ
ん
の
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
）
の
子
ど
も
を

扶
養
し
て
い
る
人
。 

　
い
ず
れ
の
会
員
も
、
登
録
料
千

円
を
納
め
、
所
定
の
手
続
き
後
会

員
登
録
し
ま
す
。 

◇
利
用
料
金
は 

　
一
時
間
七
百
円
で
す
。
ま
た
、

年
度
の
初
回
サ
ポ
ー
ト
の
際
に
、

保
険
料
と
し
て
千
円
（
年
度
末
ま

で
有
効
）
が
必
要
で
す
。 

連
絡
先 

¡

赤
磐
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

　
セ
ン
タ
ー 

¡

(特)
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ

　
ー
内 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）５
０
３
１ 

　
赤
磐
市
和
田
一
九
四
ノ
一 

      

　
吉
井
文
化
会
館
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
親
睦
と
交
流
を
図
る
た

め
次
の
内
容
で
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　 

¡

囲
碁
大
会
　 

　
八
月
二
十
二
日
（
月) 

¡

将
棋
大
会
　 

　
八
月
二
十
三
日
（
火
） 

　
※
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら 

場
　
所 

　
赤
磐
市
周
匝
六
六
六 

　
吉
井
文
化
会
館 

参
加
費
　
一
人
千
円
（
当
日
お
支

　
払
い
く
だ
さ
い
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

¡

吉
井
文
化
会
館 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）０
２
２
０ 

¡

吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
８
３ 

    

　
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
と
就
業
に

関
す
る
知
識
を
習
得
し
て
自
信
を

持
っ
て
再
就
職
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
ょ
う
。 

受
講
期
間
　
九
月
二
十
二
日
（
木
）
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健
康
福
祉 

募

集

 
赤
磐
市
家
庭
児
童
相
談
室 

赤
坂
支
所
育
児
相
談 

離
乳
食
講
習
会 

赤
磐
フ
ァ
ミ
リ
ー
・ 

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

「
ハ
ン
ド
・
イ
ン
・
ハ
ン
ド
」 



赤
磐
市
誕
生
祝
賀 

ゴ
ル
フ
大
会 

心
肺
蘇
生
法
を 

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

　
〜
十
一
月
二
日
（
水
） 

　
※
火
・
水
・
木
・
金
曜
日
（
祝

　
日
を
除
く
）
の
計
二
十
三
日
間 

受
講
時
間 

　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時 

会
　
場 

¡
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク

　
レ
ド
岡
山
ビ
ル
十
七
階
） 

¡
Ｔ
Ａ
Ｃ
岡
山
校
（
岡
山
市
下
石

　
井
一
ノ
一
ノ
一
） 

内
　
容 

◇
ス
キ
ル
編 

　
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
（
Ｅ
ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
）
を
習
得
し
、
検
定
三
級
合

格
を
目
指
し
ま
す
。 

◇
ア
ビ
リ
テ
ィ
編 

　
「
働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
で
就

職
活
動
の
仕
方
や
再
就
職
に
際
し

て
の
予
備
知
識
を
学
び
ま
す
。 

受
講
料 

　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
負
担
） 

定
　
員 

　
二
十
八
人
（
選
考
に
よ
り
決
定
） 

応
募
資
格 

　
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
な

ど
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、

再
就
職
の
意
思
が
あ
る
女
性
で
全

期
間
出
席
で
き
、
講
座
終
了
後
す

ぐ
に
就
職
で
き
る
状
態
に
あ
る
人 

申
込
方
法 

　
九
月
六
日
（
火
）
〜
九
月
九
日

（
金
）
の
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で
に
ご
本
人

が
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

　
ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
） 

　
1
０
８
６（
２
３
５
）３
３
０
９ 

    

　
赤
磐
市
誕
生
を
祝
し
、
市
民
の

親
睦
を
深
め
る
機
会
と
し
て
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。 

参
加
資
格 

　
赤
磐
市
在
住
・
在
勤
者 

期
　
日
　
十
一
月
三
日（
木
・
祝
） 

場
　
所 

　
赤
坂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

募
集
人
員
　
先
着
百
八
十
人 

申
込
期
限
　
九
月
三
十
日
（
金
） 

参
加
費
　
二
千
円
（
プ
レ
ー
費
別
） 

ル
ー
ル
　
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

¡
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
７
３
８ 

¡
赤
坂
分
室
（
赤
坂
公
民
館
） 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）２
２
１
１ 

¡
熊
山
分
室
（
熊
山
公
民
館
） 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
３
６
０ 

¡
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）２
３
２
３ 

¡
み
の
る
ゴ
ル
フ
山
陽 

　
（
実
行
委
員
会
事
務
局
） 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）２
２
６
０ 

  

   

　
赤
磐
消
防
署
で
は
、
救
命
率
の

向
上
を
目
的
と
し
て
普
通
救
命
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
市

内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
で
す
。 

開
催
日
時
・
場
所 

             

　
午
前
九
時
〜
正
午 

受
付
期
限
　
毎
月
十
日
ま
で 

受
講
定
員
　
約
十
人
程
度 

受
講
料
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
赤
磐
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）２
２
４
４ 

     

　
古
代
の
人
々
の
身
を
飾
っ
た
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
勾
玉
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
石
や
ガ
ラ
ス
な
ど
、

様
々
な
素
材
で
作
ら
れ
た
勾
玉
、

今
回
は
加
工
し
や
す
い
滑
石
や
蛇

紋
岩
を
使
い
ま
す
。
紙
ヤ
ス
リ
で

磨
き
上
げ
て
自
分
だ
け
の
勾
玉
を

作
り
ま
し
ょ
う
。 

日
　
時
　
八
月
二
十
日
（
土
） 

　
午
前
九
時
〜
正
午 

場
　
所 

　
山
陽
郷
土
資
料
館
集
合
、
赤
磐

　
市
立
中
央
公
民
館
美
術
工
芸
室 

定
　
員
　
三
十
人
（
要
申
込
） 

対
　
象
　
小
学
生
〜
一
般 

参
加
費
　
三
百
円 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
７
１
０ 

　
赤
磐
市
山
陽
郷
土
資
料
館
ま
で
。 

　
前
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

     

　
赤
磐
市
で
は
、
市
民
と
共
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
市
長
の

諮
問
機
関
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す

る
「
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
と
「
行

財
政
改
革
審
議
会
」
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
「
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
で
は
、

個
性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
基
本
計
画

と
な
る
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
ま
す
。
「
行
財
政

改
革
審
議
会
」
で
は
、
簡
素
で
効

率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
皆
さ

ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

                    

※
選
考
結
果
は
、各
個
人
あ
て
に
通

　
知
し
ま
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
企
画
課
企
画
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）２
６
９
２ 
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「
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員
」 

「
行
財
政
改
革
審
議
会
委
員
」 

募
集 

赤
磐
市
山
陽
郷
土 

資
料
館
講
座 

〜
勾
玉
を
作
ろ
う
〜 

行財政改革審議会 

同　左 

同　左 

同　左 

同　左 

まちづくり審議会 

2　人 

平成17年度 

8月31（水）まで 

18歳以上の赤磐市内在住者で、
平日の昼間に出席できる人 

任意の用紙に、まちづくりに関する考
えを800字以内にまとめ、住所、氏名、
年齢、電話番号、職業を記入し、市
役所企画課へご提出ください。 

任意の用紙に、行財政改革に関す
る考えを８００字以内にまとめ、住所、
氏名、年齢、電話番号、職業を記入し、
市役所企画課へご提出ください。 

応募資格 

募集人数 

任　　期 

応募方法 

募集期間 

本署会議室 

南出張所研修室 

北出張所研修室 

本署会議室 

南出張所研修室 

北出張所研修室 

本署会議室 

南出張所研修室 

 

８月２８日 

９月２５日 

１０月２３日 

１１月２７日 

１２月２５日 

平成１８年１月２２日 

２月２６日 

３月２６日 

 

開催日 会　場 
ま
が
だ
ま 



廃
油
利
用
の
石
け
ん
作
り 

参
加
者
募
集 

   

　
備
前
阿
波
踊
り
祭
り
（
八
月
二

十
八
日
開
催
・
少
雨
決
行
）
を
皆

さ
ん
の
踊
り
で
盛
り
上
げ
て
み
ま

せ
ん
か
。 

　
市
内
の
五
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

で
あ
れ
ば
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
地
域
や
職
場
な
ど
気
の
合

う
仲
間
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

参
加
賞
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
人
に
は
、
踊
り
の
練
習

お
よ
び
鳴
り
物
（
鐘
・
太
鼓
）
の

指
導
や
貸
し
出
し
も
し
ま
す
。 

申
し
込
み
先 

　
赤
磐
市
周
匝
一
二
八
六
ノ
一 

　
備
前
阿
波
踊
り
祭
り
実
行
委
員
会 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）０
２
８
６ 

申
込
締
切
日 

　
八
月
十
五
日
（
月
） 

    

　
国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
や
料
理

教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。 

　
赤
磐
市
の
発
足
に
伴
い
、
広
く

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
会
員
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
国
際
交
流

や
国
際
貢
献
活
動
を
行
い
ま
し
ょ

う
。 

　
入
会
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。 

年
会
費 

¡
個
人
会
員
　
千
円 

¡
団
体
会
員
　
一
万
円 

　
（
本
年
度
は
不
要
で
す
。
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局 

　
（
本
庁
企
画
課
企
画
係
） 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）２
６
９
２ 

   【
大
豆
】 

◇
大
豆
の
品
質
向
上 

日
　
時
　
八
月
五
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
　
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
東
内
フ
ァ
ー
ム 

　
代
表
　
東
内
　
秀
憲 

対
象
者
　
生
産
者 

定
　
員
　
四
十
名 

 【
加
工
】 

◇
特
産
品
づ
く
り
体
験 

　
清
水
白
桃
の
シ
ロ
ッ
プ
漬
け 

日
　
時
　
八
月
九
日
（
火
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
　
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
山
陽
ふ
る
さ
と
の
味
研
究
会 

対
象
者
　
一
般 

定
　
員
　
十
名 

材
料
費
　
五
百
円 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
１
７
５ 

     

募
集
テ
ー
マ 

¡
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文 

　
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
心
の

輪
―
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と

の
心
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
広
げ
よ

う
―
」
（
題
名
は
自
由
） 

¡
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー 

　
「
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

誰
も
が
能
力
を
発
揮
し
て
安
全
に

安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実

現
」 

※
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
、
小
学
生

　
部
門
は
、
標
語
そ
の
他
文
字
を

　
入
れ
な
い
こ
と
と
し
、
中
学
生

　
部
門
は
、
標
語
そ
の
他
の
文
字

　
を
入
れ
る
こ
と
は
差
し
支
え
な

　
い
が
、
「
十
二
月
三
日
か
ら
十

　
二
月
九
日
は
障
害
者
週
間
」
の

　
標
語
は
使
用
し
な
い
こ
と
。
ま

　
た
、
両
部
門
と
も
に
作
品
は
縦

　
位
置
（
縦
長
）
の
み
の
募
集
と

　
す
る
。 

募
集
資
格 

¡
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文 

　
小
学
生
以
上
（
小
・
中
・
高
校

　
一
般
…
三
部
門
） 

¡
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー 

　
小
学
生
、
中
学
生
（
小
・
中
…

　
二
部
門
） 

※
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
一

　
編
・
点
に
限
り
、
原
則
と
し
て

　
返
却
し
な
い
。
詳
細
に
つ
い
て

　
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

応
募
締
め
切
り 

　
九
月
六
日
（
火
）
〔
必
着
〕 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
〒
７
０
０
―
８
５
７
０ 

　
岡
山
市
内
山
下
２
ノ
４
ノ
６ 

　
岡
山
県
保
健
福
祉
部 

　
障
害
福
祉
課 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）７
３
４
３ 

    

　
資
源
を
再
利
用
し
た
手
作
り
石

け
ん
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

日
　
時
　
八
月
十
八
日
（
木
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十

　
分 

場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
一
階 

　
調
理
室 

内
　
容 

　
廃
油
を
利
用
し
た
石
け
ん
作
り 

参
加
費
　
百
円 

準
　
備
　
マ
ス
ク
、
ビ
ニ
ー
ル
手

　
袋
、
な
る
べ
く
長
袖
で
参
加
の

　
こ
と
。 

主
　
催
　
赤
磐
市
消
費
生
活
問
題

　
研
究
協
議
会
山
陽
班 

申
込
期
限
　
八
月
十
日
（
水
） 

申
し
込
み
先 

　
生
活
環
境
課
生
活
安
全
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）４
７
８
３ 

そ
の
他
　
小
学
生
（
三
年
生
以
下
）

　
の
参
加
は
、
大
人
同
伴
の
こ
と
。 

   

　
赤
磐
消
防
組
合
で
は
、
平
成
十

八
年
四
月
採
用
の
職
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。 

採
用
予
定
人
数 

　
消
防
吏
員
　
若
干
名 

受
験
資
格 

¡
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
日
か
ら

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校

　
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す

　
る
人 

¡
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
の
欠

　
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人 

受
付
期
間
　
八
月
二
十
二
日
（
月
）

　
〜
九
月
十
五
日
（
木
） 

必
要
書
類 

　
申
込
書
〔
写
真
を
貼
付
〕
（
申

　
込
書
は
、
赤
磐
消
防
本
部
、
赤

　
磐
消
防
署
、
赤
磐
消
防
署
南
北

　
出
張
所
、
赤
磐
市
役
所
お
よ
び

　
瀬
戸
町
役
場
に
あ
り
ま
す
。
） 

試
験
日
　
十
月
十
六
日
（
日
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
消
防
本
部
総
務
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）２
２
４
４ 
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新
技
術
講
座 

消
防
職
員
募
集 

備
前
阿
波
踊
り
祭
り 

「
踊
り
連
」
の
募
集 

赤
磐
市
国
際
交
流
協
会 

会
員
募
集 

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験

作
文
」
お
よ
び
「
障
害
者

週
間
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集 



  
　
赤
磐
市
で
は
、
次
の
と
お
り
平

成
十
八
年
度
に
採
用
す
る
職
員
を

募
集
し
ま
す
。 

募
集
職
種
・
人
員
・
受
験
資
格 

¡
一
般
事
務
職
・
若
干
名 

　
昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
、
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
学
歴
を
有
す
る
人
（
平
成
十
八

年
三
月
卒
業
見
込
み
可
） 

¡
保
健
師
・
若
干
名 

　
昭
和
五
十
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
、
保
健
師
免
許
を
取
得
ま

た
は
取
得
見
込
み
の
人 

¡
幼
稚
園
教
諭
・
若
干
名 

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
、
教
育
職
員
免
許
法
に

よ
る
幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
状
を

所
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人
（
平
成
十
八
年
三
月
卒
業

見
込
み
可
） 

¡
学
校
給
食
調
理
員
・
若
干
名 

　
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
、
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
学
歴
を
有
す
る
人
（
平
成
十
八

年
三
月
卒
業
見
込
み
可
） 

応
募
方
法 

　
q
受
験
申
込
書
に
w
健
康
診
断

書
（
い
ず
れ
も
市
指
定
用
紙
）
e

卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
書

r
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書
（
専

門
学
校
の
場
合
は
、
高
等
学
校
の

成
績
証
明
書
・
卒
業
証
明
書
も
必

要
）
を
添
え
て
総
務
部
総
務
課
（
幼

稚
園
教
諭
・
学
校
給
食
調
理
員
は

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
）
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
保
健
師
は
、

t
保
健
師
免
許
の
写
し
（
取
得
見

込
み
の
者
は
除
く
）
、
幼
稚
園
教

諭
は
、
y
幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許

の
取
得
（
見
込
）
証
明
書
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

受
付
期
間 

　
八
月
十
五
日
（
月
）
〜
八
月
三

　
十
一
日
（
水
）
必
着 

受
付
時
間 

　
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
） 

試
験
日 

¡
一
次
試
験 

　
十
月
十
六
日
（
日
） 

　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら 

¡
二
次
試
験 

　
十
一
月
中
旬
〜
下
旬
　  

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

¡
一
般
事
務
職
・
保
健
師 

　
総
務
課
人
事
給
与
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）４
７
８
２ 

¡
幼
稚
園
教
諭
・
学
校
給
食
調
理
員 

　
教
育
総
務
課
総
務
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
８
０
７ 

   

募
集
種
目 

　
防
衛
大
学
校
生
（
推
薦
・
一
般
）
、

防
衛
医
科
大
学
校
生
、
航
空
学
生
、

看
護
学
生
、
一
般
曹
候
補
学
生
、

曹
候
補
士
、
二
等
陸
海
空
士
（
男

子
・
女
子
） 

受
付
期
間 

　
八
月
上
旬
〜
九
月
下
旬 

試
験
日
　 

　
九
月
中
旬
〜
十
一
月
中
旬 

※
種
目
に
よ
り
受
験
資
格
、
受
付

　
期
間
、
試
験
日
は
異
な
り
ま
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
自
衛
隊
西
大
寺
募
集
案
内
所 

　
1
０
８
６（
９
４
３
）８
６
７
０ 

     

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

　
守
ら
れ
ま
す
。 

   

　
九
月
よ
り
、
市
民
の
多
種
多
様

な
法
律
に
関
し
て
の
相
談
に
広
く

対
応
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
れ

に
対
す
る
適
正
で
円
滑
な
法
的
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
毎
月
第
一
金
曜
日
に
月
例

の
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。 

　
土
地
・
家
屋
の
ト
ラ
ブ
ル
、
破

産
、
金
銭
の
貸
借
や
夫
婦
間
の
も

め
ご
と
な
ど
、
他
人
に
相
談
で
き

ず
に
困
っ
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
九
月
二
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
　
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

相
談
員
　
岡
山
弁
護
士
会
所
属 

　
弁
護
士
　
奥
田
　
哲
也 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時

　
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
（
相

　
談
時
間
は
一
人
約
三
十
分
、
予

　
約
人
数
は
一
日
最
大
六
人
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁 

市
民
課 

人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

   

日
　
時
　
八
月
十
九
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所 

　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

【
人
権
】
大
野
　
是
彰 

　
　
　
　
小
谷
　
良
正 

　
　
　
　
周
藤
　
光
信 

【
行
政
】
常
安
　
克
之 

【
法
律
】
岡
山
弁
護
士
会
所
属 

　
　
　
　
弁
護
士
　
有
本
　
耕
平 

※
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
て
い

　
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話

　
で
相
談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ

　
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
１ 

  

  

日
　
時
　
八
月
十
七
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
二
時
受
付 

場
　
所
　
赤
磐
市
仁
美
農
村
振
興

　
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

【
人
　
　
権
】
戸
川
　
正
美 

【
心
配
ご
と
】
實
光
　
峯
子 

【
行
　
　
政
】
杉
本
　
宗
義 

【
身
体
障
害
】
今
井
田
　
聰 

【
知
的
障
害
】
岡
本
　
孝
哉 

   

日
　
時
　
八
月
四
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所
　
本
庁
二
階 

第
一
会
議
室 

相
談
員
　
岡
山
弁
護
士
会
所
属 

　
弁
護
士
　
上
西
　
芳
樹 

人
権
擁
護
委
員 

　
長
光
　
　
惠
　
　
田
代
　
邦
彦 

　
吉
永
　
佳
子
　
　
　
形
　
美
枝 

　
光
田
　
　
功 

行
政
相
談
委
員 

　
丸
尾
　
　
壽 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

　
相
談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ

　
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
　
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

相

談
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人
権
・
行
政
・
法
律
相
談 

合
同
相
談 

無
料
法
律
相
談 

自
衛
官
募
集 

市
職
員
募
集 

無
料
法
律
相
談
が 

毎
月
開
設
さ
れ
ま
す
！ 



  
日
　
時 

¡
八
月
五
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

¡
八
月
十
九
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所 

　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

¡
八
月
五
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
津
田
　
忠
彦 

　
【
人
　
　
権
】
仲
川
　
　
翠
　 

¡
八
月
十
九
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
々
木
玲
子 

　
【
人
　
　
権
】
和
気
　
宏
昌
　 

　
【
知
的
障
害
】
金
谷
　
正
利 

        

　
三
十
歳
未
満
の
第
一
号
被
保
険

者
に
は
、
本
人
と
配
偶
者
の
前
年

の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、
申

請
を
し
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
所
得
の
高
い
世

帯
主
（
主
に
親
）
と
同
居
し
て
い

る
場
合
も
利
用
で
き
ま
す
。 

　
し
か
し
、
次
の
点
に
注
意
が
必

要
で
す
。 

q
こ
の
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

　
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間

　
（
受
給
資
格
期
間
）
に
算
入
さ

　
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

　
さ
れ
ま
せ
ん
。 

w
十
年
以
内
に
追
納
す
る
と
、
通

　
常
に
納
付
し
た
の
と
同
じ
こ
と

　
に
な
り
ま
す
。 

e
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

　
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

　
れ
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所 

　
1
０
８
６（
２
７
１
）０
０
１
１ 

          

　
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
今
と
未

来
そ
し
て
「
地
産
地
消
」
を
を
テ

ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。 

日
　
時
　
八
月
二
十
日
（
土
）
〜

　
二
十
一
日
（
日
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時 

場
　
所
　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流

　
セ
ン
タ
ー 

入
場
料
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
先 

　
あ
か
い
わ
エ
コ
メ
ッ
セ 

　
実
行
委
員
会
（
原
田
）
　
　 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）３
５
１
５ 

    

　
市
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
人
権
問
題
に
対
す
る
理
解
を

一
層
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

学
生
が
夏
休
み
と
な
る
八
月
中
に

人
権
啓
発
映
画
の
テ
レ
ビ
放
送
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

     

　 

               

   

　
「
男
女
共
同
参
画
」
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

日
　
時
　
八
月
二
十
日
（
土
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時
四

　
十
五
分
（
九
時
十
分
開
場
） 

会
　
場
　
赤
磐
市
立
中
央
公
民
館 

内
　
容 

¡
映
画
上
映
会 

　
『
ベ
ア
テ
の
贈
り
も
の
』 

¡
パ
ネ
ル
展
示
な
ど 

入
場
料
　
無
料 

　
※
無
料
託
児
あ
り
（
要
予
約
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
企
画
課
企
画
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）２
６
９
２ 

     

　
こ
れ
ま
で
、
「
不
動
産
登
記
」

に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処

理
を
し
て
い
る
法
務
局
で
あ
れ
ば
、

い
ず
れ
の
法
務
局
か
ら
で
も
登
記

事
項
証
明
書
の
発
行
を
請
求
し
、

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
商
業
・
法
人
登
記
」
に
つ
い
て

も
、
美
作
支
局
・
備
前
支
局
そ
れ

ぞ
れ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
事
務

の
取
り
扱
い
が
は
じ
ま
り
、
登
記

事
項
証
明
書
の
ほ
か
、
代
表
者
事

項
証
明
書
や
印
鑑
証
明
書
な
ど
も

い
ず
れ
の
法
務
局
か
ら
で
も
請
求

し
、
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
地
図
・
測
量
図
な
ど
の

図
面
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
開

始
前
に
閉
鎖
処
理
さ
れ
た
登
記
用

紙
な
ど
に
つ
い
て
は
、
管
轄
の
法

務
局
へ
請
求
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処

理
に
よ
る
変
更
や
取
り
扱
い
な
ど
、

詳
細
は
法
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

〈
全
地
域
　
会
社
・
法
人
登
記
〉 

〈
山
陽
・
赤
坂
地
域
不
動
産
登
記
〉 

　
岡
山
地
方
法
務
局        

　
　

　
1
０
８
６（
２
２
４
）５
６
５
６ 

〈
熊
山
地
域
不
動
産
登
記
〉 

　
岡
山
地
方
法
務
局
備
前
支
局
　

　
1
０
８
６
９（
６
４
）２
７
７
０ 

〈
吉
井
地
域
不
動
産
登
記
〉 

　
岡
山
地
方
法
務
局
美
作
支
局 

　
1
０
８
６
８（
７
２
）１
１
１
３ 

    

　
誰
で
も
手
軽
に
楽
し
め
、
み
ん

な
と
仲
良
く
な
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
を
、
ご
家
族
や
友
達
同
士
で

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
山
陽
地
域
】 

日
　
時
　
八
月
十
九
日
（
金
） 

　
午
後
七
時
〜
八
時
三
十
分 

場
　
所
　
山
陽
体
育
館
、
山
陽
グ

赤
磐
市
男
女
共
同
参
画 

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム 

第
七
回 

あ
か
い
わ
エ
コ
メ
ッ
セ 

〜
豊
か
な
未
来
は
水
・
川
・ 

　
　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
〜 

お
知
ら
せ 
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ご
存
知
で
す
か
？ 

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」 

人
権
啓
発
映
画
の 

テ
レ
ビ
放
映 

地
域
別
フ
ァ
ミ
リ
ー 

ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催 

年

金

 

 

法
務
局
で
登
記
情
報
交
換 

シ
ス
テ
ム
の
運
用
が 

は
じ
ま
り
ま
し
た 

放　送　局 放　送　日 放送時間 映　画　名 

瀬戸内海放送（ＫＳＢ） 

西日本放送（ＲＮＣ） 

岡山放送（ＯＨＫ） 

テレビせとうち（ＴＳＣ） 

山陽放送（ＲＳＫ） 

８月２日（火） 

８月１１日（木） 

８月１５日（月） 

８月１６日（火） 

８月１９日（金） 

１０：３５～１１：２０ 

１０：２５～１１：１０ 

１７：００～１７：５５ 

１３：００～１３：５０ 

９：５５～１０：４５ 

め ば え の 朝  

一 枚 の 絵 手 紙  

夢 の 箱  

私たちの人権宣言 

今、光っていたい 

よ
ろ
ず
相
談 



　
ラ
ウ
ン
ド 

【
赤
坂
地
域
】 

日
　
時
　
八
月
二
十
七
日
（
土
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
赤
坂
体
育
セ
ン
タ
ー 

【
熊
山
地
域
】 

日
　
時
　
八
月
二
十
一
日
（
日
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　
磐
梨
中
学
校
体
育
館 

※
吉
井
地
域
は
、
十
二
月
に
開
催 

　
す
る
予
定
で
す
。 

準
備
品
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ 

種
　
目 

　
キ
ン
ボ
ー
ル
、
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
・

　
ザ
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
ほ
か 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
７
３
８ 

    

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を 

体
験
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
ス

ポ
ー
ツ
の
輪
を
広
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
地
区
、
町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

子
ど
も
会
な
ど
の
団
体
お
よ
び
個

人
を
対
象
に
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
参
加
し
て
体
験
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
九
月
三
日
（
土
） 

　
午
前
九
時
〜
十
一
時 

場
　
所
　
山
陽
体
育
館
、
山
陽
グ

　
ラ
ウ
ン
ド 

種
　
目
　
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
、
ペ

　
タ
ン
ク
ほ
か 

準
備
品
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ 

※
当
日
、
体
力
テ
ス
ト
も
同
時
に

　
行
い
ま
す
。
ご
自
分
の
体
力
を

　
知
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

　
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
７
３
８ 

    

　
県
内
就
職
を
希
望
さ
れ
る
人
を

対
象
に
し
た
就
職
面
接
会
で
す
。

面
接
希
望
の
人
は
履
歴
書
（
復
数

枚
）
と
筆
記
用
具
を
ご
用
意
の
う

え
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
（
事
前
の
申
し
込
み
不
要
）
。 

開
催
日
時
お
よ
び
場
所 

¡
岡
山
会
場 

　
八
月
十
一
日
（
木
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

　
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
中
展
示
場 

　
岡
山
市
大
内
田 

¡
津
山
会
場 

　
八
月
十
二
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

　
津
山
鶴
山
ホ
テ
ル 

　
津
山
市
東
新
町 

主
　
催
　
岡
山
県
、
岡
山
労
働
局
・

　
県
下
公
共
職
業
安
定
所
、
社
団

　
法
人
岡
山
県
雇
用
開
発
協
会
、

　
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開

　
発
機
構
岡
山
セ
ン
タ
ー 

内
　
容 

¡
参
加
企
業
に
よ
る
個
別
面
接 

¡
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
な
ど
に
よ

　
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
職
業
相

　
談 

¡
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
適
職
診

　
断 

¡
求
人
情
報
な
ど
各
種
情
報
提
供 

¡
新
規
就
農
相
談
な
ど 

対
象
者
　
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
な
ど
岡

　
山
県
内
へ
の
就
職
を
希
望
さ
れ

　
る
人
（
来
春
に
大
学
等
を
卒
業

　
予
定
の
学
生
を
含
む
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
県
産
業
労
働
部 

　
労
政
・
雇
用
対
策
課 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）７
３
９
１ 

新
規
就
農
相
談
な
ど
に
つ
い
て
の 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
県
農
林
水
産
部 

　
農
業
経
営
課 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）７
４
２
０ 

     

日
　
時
　
八
月
二
十
一
日
（
日
） 

　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時 

場
　
所
　
旧
吉
井
町
内
布
都
美
地

　
区
の
田
ん
ぼ
や
野
山
（
赤
磐
市

　
役
所
か
ら
バ
ス
で
移
動
） 

定
　
員
　
小
学
校
親
子
二
十
組
ま

　
で
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

　
選
で
五
十
人
ま
で
） 

内
　
容
　
そ
ば
の
種
ま
き
、
ジ
ャ

　
ガ
イ
モ
の
植
え
付
け
、
虫
取
り
、

　
水
辺
の
生
き
も
の
の
採
集
な
ど 

参
加
費
　
一
人
三
百
円
程
度
（
傷

　
害
保
険
な
ど
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
八
月
十
日
（
水
）
ま
で
に
「
夏

休
み
農
業
体
験
希
望
」
と
明
記
し

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
葉
書
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
受
付
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

　
Ｊ
Ａ
あ
か
い
わ
吉
井
基
幹
支
店 

　
〒
７
０
１
―
２
５
０
４ 

　
赤
磐
市
福
田
五
〇
〇 

　
6
０
８
６
９（
５
４
）１
８
５
０ 

　
Ｅ
メ
ー
ル
　yos-kei@

ak.oy-ja.or.jp 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）０
３
１
１ 

    

補
助
対
象
事
業
（
補
助
率
） 

¡
苗
木
購
入
事
業
（
苗
木
購
入
費

　
の
１
／
２
以
内
） 

¡
人
工
造
林
事
業
　 

¡
単
層
林
改
良
お
よ
び
複
層
林
改

　
良
事
業
（
国
・
県
の
補
助
対
象

　
事
業
で
松
く
い
虫
被
害
跡
地
以

　
外
に
つ
い
て
査
定
経
費
の
十
％

　
以
内
） 

※
八
月
末
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。
補
助
の
対
象
者
は
、

　
森
林
所
有
者
で
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
１
７
５ 

¡
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
４ 

¡
熊
山
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
７ 

¡
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
１
９ 

   

　
◯
赤
磐
市
へ
　
金
一
封 

　
赤
磐
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

 

▼
お
詫
び
と
訂
正 

　
農
地
集
積
促
進
事
業
は
七
月
号
で

新
規
設
定
・
再
設
定
と
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、新
規
設
定
の
み
で
す
。 
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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ 

教
室
開
催 

「
Ｕ
タ
ー
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
」 

の
開
催
に
つ
い
て 

平
成
十
七
年
度 

造
林
補
助
事
業
の
申
し
込
み 

小
学
生
の
皆
さ
ん 

夏
休
み
農
業
体
験
、生
き
も
の

観
察
に
参
加
し
ま
せ
ん
か 

17年6月中 

16年6月中 

増 減  

17年6月末 

16年6月末 

増 減  

74 

102 

－28 

630 

541 

89

27 

26 

1 

191 

167 

24

0 

0 

0 

2 

1 

1

2 

0 

2 

17 

7 

10

30 

32 

－2 

244 

235 

9

47 

76 

－29 

439 

374 

65

総件数 
区分 

年 
人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成17年赤磐市内交通事故発生状況（6月） 
寄
付
御
礼 
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胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン 

 

　
結
核
検
診
の
対
象
者
は
、結
核
予

防
法
に
よ
っ
て
年
一
回
受
診
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
時
、

会
場
を
確
認
し
て
必
ず
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、本
年
度
か
ら
受
診
の

対
象
者
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、併
せ
て
肺
が
ん
検
診
も
行
い

ま
す
。 

対
象
者 

　
四
十
歳
以
上
の
人（
肺
が
ん
検
診
）

と
六
十
五
歳
以
上
の
人（
結
核
検
診
）。 

※
六
十
五
歳
以
上
の
人
は
必
ず
受
診

　
し
て
く
だ
さ
い（
職
場
、病
院
な
ど

　
で
す
で
に
受
診
し
て
い
る
人
は
除
き

　
ま
す
）。 

持
参
品 

™

受
診
票
兼
問
診
票（
当
日
会
場
に

　
も
用
意
し
て
い
ま
す
） 

™

健
康
手
帳 

料
　
金
　
無
料 

そ
の
他 

　
検
診
結
果
は
「
精
密
検
査
が
必
要

な
人
」
の
み
個
人
通
知
し
ま
す
。「
異

常
な
し
」
の
人
に
は
結
果
通
知
を
送

付
し
な
い
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
な
る
べ
く
軽
装
で
お
願
い
し
ま
す（
金

　
具
や
ボ
タ
ン
の
あ
る
服
は
、着
た
ま

　
ま
で
は
撮
影
で
き
ま
せ
ん
）。 

※
身
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
検
診
会

　
場
で
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、「
た
ん
」

　
で
結
核
の
検
査
が
で
き
ま
す
。
検
た

　
ん
容
器
を
保
健
福
祉
課（
山
陽
保

　
健
セ
ン
タ
ー
内
）ま
た
は
、各
支
所
の

　
健
康
福
祉
課
の
窓
口
で
受
け
取
り
、

　
受
診
票
兼
問
診
票
と「
た
ん
」
が
入
っ

　
た
検
た
ん
容
器
を
検
診
会
場
で
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

肺
が
ん
検
診（
喀
た
ん
検
査
） 

 

　
喀
た
ん
検
査
は
、心
臓
や
骨
に
重
な

り
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
は
発
見
が
難
し

い
が
ん
を
発
見
で
き
ま
す
。 

　
結
核
検
診
会
場
で
受
け
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、対
象
者
で
受
診
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
代
理
の
人
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。 

対
象
者 

　
四
十
歳
以
上
の
人
で
、喫
煙
指
数（
一

日
の
本
数
×
年
数
）が
六
百
以
上
の
人

と
、六
カ
月
以
内
に
血
た
ん
が
あ
っ
た
人
。 

持
参
品 

™

健
康
手
帳 

料
　
金
　
五
百
円（
七
十
歳
以
上
無
料
） 

9：20～ 9：40 
10：00～11：00 
13：00～14：00 
14：20～15：30 
9：00～ 9：20 
9：40～10：00 
10：20～10：30 
10：50～11：00 
13：30～14：10 
14：30～15：00 
9：00～ 9：40 
10：00～11：00 
13：30～14：10 
14：30～15：30 
13：20～14：00 
14：30～15：00 
17：00～19：00

南佐古田、北佐古田 
今井、西軽部、東軽部 
由津里 
赤坂地域 
惣分 
下分 
山手 
大屋、大屋下 
東窪田 
西窪田 
山口 
町苅田 
大苅田 
坂辺、小原、下分 
多賀、出屋 
小原上、奥小原 
赤坂地域 

北佐古田（竹内美幸宅横） 
軽部小学校 
由津里公民館 
赤坂健康管理センター 
惣分公会堂 
下分（赤坂亭前） 
山手うどぐち 
大屋（行正一宅横） 
東窪田多目的集会所 
西窪田多目的集会所 
山口コミュニティハウス 
町苅田消防器庫横 
大苅田公会堂前 
笹岡公民館 
多賀公民館 
小原上公民館 
赤坂健康管理センター 

9：00～11：00 
13：00～15：00 
9：00～11：00 
13：00～15：00 
9：00～11：00 
13：00～15：00 
9：00～11：00 
13：00～15：00 
17：00～19：00 
9：00～11：00 
13：00～15：00 
9：00～11：00 
13：00～15：00 
9：00～11：00 
13：00～15：00 
17：00～19：00

山陽1・4丁目 
山陽2丁目 
山陽3・6丁目 
山陽5・7丁目 
西中、下仁保、上仁保 
鴨前、西山団地、斗有 
正崎、五日市、尾谷、津崎、神田 
日古木、二井、高屋、上市 
山陽地域（ナイター希望者） 
桜が丘西5・6・7丁目 
桜が丘西8・9・10丁目 
桜が丘西1・2・3・4丁目 
馬屋、和田、岩田、穂崎 
熊崎、南方、斎富、沼田、中島 
長尾、立川、河本、下市 
山陽地域（ナイター希望者） 

山陽公民館 
山陽公民館 
山陽公民館 
山陽公民館 
西山公民館 
西山公民館 
山陽保健センター 
山陽保健センター 
山陽保健センター 
桜が丘いきいき交流センター 
桜が丘いきいき交流センター 
桜が丘いきいき交流センター 
高月公民館 
山陽保健センター 
山陽保健センター 
山陽保健センター 

9月22日（木） 

9月14日（水） 

9月15日（木） 

9月26日（月） 

9月29日（木） 

9月26日（月） 

9月28日（水） 

9月30日（金） 

10月3日（月） 

10月4日（火） 

10月5日（水） 

受診日 受付時間 受診場所 対象地区・対象者 

受診日 受付時間 受診場所 対象地区・対象者 

●山陽地域 

●赤坂地域 

肺がん、結核検診に限り、女性タイムとして受付時間の最後の30分間は女性のみ受け付けます。 
ただし、ナイターの17：00～19：00にはありません。 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン（
結
核
・
肺
が
ん
）検
診 

大
腸
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。 

か
く 
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大
腸
が
ん
検
診 

 
　
大
腸
が
ん
は
近
年
増
加
し
て
い
る
が
ん
の
一
つ

で
す
。 

　
こ
の
が
ん
は
、早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
、適

切
な
治
療
を
受
け
る
と
、再
発
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、治
る
可
能
性
の
高
い『
が
ん
』で
も
あ
り
ま

す
。『
便
の
潜
血
反
応
』
を
調
べ
る
も
の
で
、手
軽

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、す
で
に
検
査
セ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
て
い

る
人
以
外
で
、検
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、本
庁
・

支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

対
象
者
　
四
十
歳
以
上
の
人 

持
参
品
　 

™

受
診
票
兼
問
診
票（
当
日
会
場
に
も
用
意
し

　
て
い
ま
す
。
） 

™

検
査
セ
ッ
ト（
便
二
日
分
） 

™

健
康
手
帳 

料
　
金
　
五
百
円（
七
十
歳
以
上
無
料
） 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】 

™

本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
７ 

™

赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

™

熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

™

吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
７
４ 

 《
お
詫
び
と
訂
正
》 

　
『
広
報
あ
か
い
わ
六
月
号
』
十
七
ペ
ー
ジ
の
委
託
医

療
機
関
の
表
で
道
満
医
院
の
診
療
時
間
が
平
日
十

四
時
か
ら
十
八
時
三
十
分
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

十
五
時
か
ら
十
八
時
三
十
分
の
誤
り
で
す
。 

9：30～10：00 
10：30～11：15 
13：30～14：15 
15：00～15：45 
9：30～10：30 
13：30～14：00 
14：30～15：00 
9：30～10：00 
10：30～11：15 
13：30～14：00 
14：30～15：00 
9：30～11：00 
13：30～14：00 
9：30～11：00 
13：30～14：00 
14：30～15：15 
18：00～19：00

10：00～10：45 
11：00～12：00 
13：30～14：30 
15：00～15：45 
9：30～ 9：50 
10：20～10：40 
11：00～11：20 
11：40～12：20 
13：30～14：00 
14：20～15：20 
9：30～ 9：50 
10：10～10：50 
11：10～12：30 
13：30～16：00 
9：30～10：00 
10：20～11：00 
11：20～12：10 
13：45～15：00 
15：30～17：00 
17：30～19：00 
13：00～13：40 
14：00～14：20 
14：40～15：00 
15：30～16：00 
16：30～17：00 
17：30～19：00

岡、酌田 
殿谷、グリーンタウン殿谷、佐古 
可真下 
可真上、野間 
円光寺、河田原、釣井、小瀬木、松木、栄町 
徳富 
東円光寺、吉原、畑 
弥上 
稗田、石蓮寺 
千躰 
勢力 
桜が丘東1・2・3丁目 
奥吉原 
桜が丘東4・5・6丁目 
沢原 
熊山地域の未受診者 
熊山地域の未受診者 

酌田公会堂 
熊山格技場 
可真下2支部公民館 
熊山老人憩いの家 
ほほえみ 
徳富公会堂 
吉原（田坂幸夫宅農園作業所） 
弥上公会堂 
蒲共選所 
熊山駅前選挙投票所 
勢力生活改善センター 
桜が丘いきいき交流センター 
奥吉原生活改善センター 
桜が丘いきいき交流センター 
青木集会所 
ほほえみ 
ほほえみ 

仁堀西コミュニティハウス 
仁美農村振興センター 
竜天くついし夢の里会館 
仁堀東区民館 
石構造改善センター 
八島田集会所 
暮田多目的集会施設 
佐伯北研修センター 
稲蒔コミュニティハウス 
福田会館 
河原屋多目的集会所下 
草生コミュニティハウス 
吉井文化会館 
諏訪神社 
中山公会堂 
滝山公会堂 
山方研修センター 
是里多目的集会施設 
黒本湯原商店横 
市立吉井会館 
小鎌上コミュニティハウス 
布都美郵便局横 
布都美研修センター 
平山コミュニティハウス 
塩木構造改善センター 
仁美農村振興センター 

9月13日（火） 

8月29日（月） 

8月30日（火） 

8月31日（水） 吉井地域全体 

9月2日（金） 

9月12日（月） 

9月14日（水） 

9月21日（水） 

9月29日（木） 

9月30日（金） 

受診日 受付時間 受診場所 対象地区・対象者 

受診日 受付時間 受診場所 対象地区・対象者 

●熊山地域 

●吉井地域 

受付時間の最後の15分間は女性のみ受け付けます。 



™
寄
り
添
っ
て
み
れ
ば
大
樹
も
ゆ
れ
て
い
る
 

™
今
日
は
他
人
明
日
は
我
が
身
か
地
震
国
 

™
大
荒
れ
の
予
報
に
老
い
の
神
頼
み
 

™
堪
え
忍
び
一
人
頑
張
る
喜
寿
の
坂
 

™
公
的
に
温
度
差
の
あ
る
た
す
き
掛
け
 

™
持
ち
寄
れ
ば
み
ん
な
美
味
し
い
亡
母
の
味
 

™
煮
詰
ま
っ
た
私
に
水
を
注
ぐ
嫁
 

™
欠
け
て
ゆ
く
愛
を
見
て
い
る
遠
眼
鏡
 

™
酒
少
し
入
れ
て
憎
ま
れ
口
を
つ
く
 

™
鍬
に
生
き
心
に
飾
る
過
疎
の
四
季
 

™
橋
を
架
け
枕
を
高
く
し
て
眠
る
 

™
諏
訪
の
森
母
の
平
癒
に
踏
み
し
土
 

™
七
十
路
や
疎
開
の
里
に
想
い
寄
せ
 

™
親
睦
旅
行
老
い
の
深
さ
を
見
る
写
真
 

™
枕
辺
の
遠
い
諭
し
が
胸
に
あ
る
 

™
生
真
面
目
に
生
き
て
余
生
の
夢
を
盛
る
 

™
半
世
紀
添
っ
て
渡
っ
た
愛
の
橋
 

™
鉢
植
え
に
息
子
の
息
吹
き
よ
み
が
え
れ
 

™
あ
の
そ
の
と
話
が
止
ま
る
老
い
二
人
 

™
爺
婆
の
段
々
畑
も
市
と
変
わ
る
 

™
あ
れ
こ
れ
と
人
生
山
坂
六
十
旅
 

™
よ
も
ぎ
摘
み
棚
田
で
遊
ん
だ
頃
想
う
 

™
あ
り
が
と
う
言
わ
れ
介
護
の
ち
か
ら
湧
く
 

™
晩
学
の
身
が
辞
書
を
操
る
見
え
ぬ
目
に
 

™
老
婆
心
な
ど
と
経
験
を
ば
語
る
 

™
小
包
は
孫
か
ら
の
愛
感
謝
す
る
 

™
旅
の
宿
持
病
語
れ
ば
気
が
晴
れ
る
 

™
陽
と
水
は
味
方
感
謝
で
励
む
農
 

™
孫
来
る
日
農
休
日
に
と
丸
印
し
 

™
名
称
替
え
国
際
相
撲
協
会
に
 

™
過
疎
の
町
パ
ワ
ー
を
見
せ
た
選
挙
戦
 

™
根
回
し
の
う
ま
さ
で
今
日
を
超
え
て
い
る
 

™
訃
を
つ
げ
に
や
っ
て
来
た
の
か
紙
の
鳥
 

高
原
　
　
望
 

松
田
　
定
巳
 

戸
川
か
ず
み
 

岸
本
　
敏
子
 

藤
本
　
町
江
 

高
井
　
逸
代
 

梶
井
　
貞
子
 

尾
関
文
巳
枝
 

是
松
　
幸
治
 

是
松
　
文
子
 

直
原
　
茂
樹
 

杉
本
美
智
子
 

中
務
　
統
之
 

森
　
　
和
女
 

大
西
　
庄
三
 

橘
　
　
光
子
 

宇
野
　
静
子
 

中
原
　
一
恵
 

湯
原
　
孝
水
 

戸

川

 

川
崎
　
須
恵
 

高
橋
　
　
一
 

友
保
　
晃
子
 

軸
原
　
朝
子
 

宮
尾
　
知
恵
 

平
井
　
恵
子
 

下
山
　
　
都
 

山
崎
　
時
子
 

安
光
　
勇
一
 

横
山
　
明
美
 

竹
内
　
由
子
 

出
原
　
敬
一
 

三
輪
　
康
明
 

　
赤
磐
市
山
陽
柔
道
教
室
主
催
で
、
七
月

三
日
（
日
）
高
陽
中
学
校
格
技
場
で
行
わ

れ
た
柔
道
大
会
の
成
績
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

 ◎
団
体
戦
 

優
　
勝
　
山
陽
柔
道
教
室
Ａ
チ
ー
ム
 

準
優
勝
　
磐
梨
武
道
館
Ａ
チ
ー
ム
 

 ◎
個
人
戦
 

《
新
人
・
受
身
の
部
》 

一
　
位
　
白
井
　
智
也
（
山
陽
東
小
四
年
） 

二
　
位
　
駒
井
　
英
里
（
山
陽
北
小
一
年
） 

三
　
位
　
西
本
　
大
将
（
山
陽
小
一
年
） 

三
　
位
　
石
原
麻
衣
子
（
山
陽
西
小
一
年
） 

《
女
子
低
学
年
一
〜
三
年
の
部
》 

一
　
位
　
古
崎
加
奈
子
（
五
城
小
三
年
） 

二
　
位
　
中
山
天
衣
里
（
桜
が
丘
小
二
年
） 

三
　
位
　
栗
田
　
夕
嘉
（
山
陽
東
小
三
年
） 

三
　
位
　
三
宅
　
奈
那
（
平
島
小
二
年
） 

《
女
子
高
学
年
四
〜
六
年
の
部
》 

一
　
位
　
横
谷
　
美
咲
（
磐
梨
小
六
年
） 

二
　
位
　
藤
野
　
匡
代
（
桜
が
丘
小
六
年
） 

三
　
位
　
澤
田
　
知
佳
（
山
陽
北
小
四
年
） 

三
　
位
　
金
谷
　
優
衣
（
磐
梨
小
五
年
） 

《
男
女
混
合
低
学
年
一
、
二
年
の
部
》 

一
　
位
　
津
田
　
晃
希
（
磐
梨
小
二
年
） 

二
　
位
　
三
宅
　
奈
那
（
平
島
小
二
年
） 

三
　
位
　
中
山
　
駿
一
（
桜
が
丘
小
二
年
） 

三
　
位
　
中
山
　
和
也
（
江
西
小
二
年
） 

《
男
女
混
合
中
学
年
三
、
四
年
の
部
》 

一
　
位
　
澤
田
　
知
佳
（
山
陽
北
小
四
年
） 

二
　
位
　
古
崎
加
奈
子
（
五
城
小
三
年
） 

三
　
位
　
石
原
　
亮
太
（
山
陽
西
小
四
年
） 

三
　
位
　
三
浪
　
秀
公
（
豊
田
小
四
年
） 

《
男
女
混
合
高
学
年
五
、
六
年
の
部
》 

一
　
位
　
西
本
　
与
将
（
山
陽
小
六
年
） 

二
　
位
　
佐
藤
　
大
基
（
山
陽
東
小
六
年
） 

三
　
位
　
守
本
　
篤
志
（
山
陽
小
六
年
） 

三
　
位
　
有
吉
　
元
毅
（
古
都
小
六
年
） 

〈
長
島
〉 

         　
六
月
二
十
五
日
（
土
）、
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ

ー
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
八
チ
ー
ム
五
十

三
人
が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

優

　

勝
 
大
苅
田
チ
ー
ム
 

準

優

勝
 
北
佐
古
田
チ
ー
ム
 

第

三

位
 
今
井
・
南
佐
古
田
チ
ー
ム
　
 

Ｂ
、
Ｂ
賞
　
小
原
チ
ー
ム
 

〈
森
崎
〉  
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６９－５５－２６９２ 
 

第
一
回
赤
磐
市
発
足
記
念
柔
道
大
会
成
績
 

（
旧
山
陽
町
三
十
四
回
大
会
） 

平
成
十
七
年
度
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
 

連
合
会
赤
坂
支
部
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

大
会
結
果
 

よ
し
い
川
柳
の
会
 

な
な
そ
じ
 

む

そ

じ

 

★備前阿波踊り祭り、「踊り連」募集中です。（２２ページ） 

▲優勝の大苅田チーム 



◆材料 
　¡きゅうり ５００g 
　¡塩 １６g　¡砂糖 ６０g 
　¡酢 ２５cc　¡しょうゆ ５０cc 
　¡からし粉 １０g 
 
◆作り方 
　きゅうりは両端をとり小口切りにする。
太くて大きい時は半分に切る。調味料
を混ぜ合わせきゅうりを入れる。冷蔵
庫に入れ、半月もすれば食べてよい。 
　近所の人に聞いてから毎年作り置き
をしています。半年たってもかりっと
した歯ごたえで食べられます。たくさ
ん採れたとき作っておくとよいでしょう。 
 
 
 
　栄養委員は、健康づくりを目標に食
事・運動・休養の三本柱で赤坂支部活
動を進めています。また、それぞれの
地区では「母と子の健康づくり」「貧
血予防」「生活習慣病予防」「高齢者
の健康、食事」「福祉活動」などを行っ
ています。 
　小原地区では「高齢者の健康、食事」
を取り上げています。一人暮らしの高
齢者に、楽しい時を過ごしていただけ
たらと、愛育委員、区長さんたちに参
加していただき、「おしゃべり会」を
月一回開いています。（藤原良子） 
 

簡単きゅうりの漬けもの 

赤　坂　支　部 

栄養
委員
の 

赤坂支部活動紹介 
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吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
チ
ー
ム
 

水
泳
小
学
生
の
部
　
団
体
優
勝
！
 

桃
の
実
短
歌
 

〜
第
二
十
六
回
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
岡
山
県
大
会
〜
 

　
七
月
十
日
（
日
）
、
吉

井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
、
Ｂ
＆
Ｇ
県
大
会
（
剣

道
・
水
泳
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
吉
井
チ
ー
ム
は
、
水
泳

小
学
生
の
部
で
団
体
優
勝
、

水
泳
（
小
学
生
・
女
子
）

の
部
で
南
部
愛
果
さ
ん
が

優
勝
、
水
泳
（
小
学
生
・

男
子
）
の
部
で
中
務
貴
之

さ
ん
が
準
優
勝
、
剣
道
（
高

校
生
）
で
北
川
竜
也
さ
ん

が
三
位
と
大
健
闘
し
ま
し

た
。 

 

™
体
力
も
気
力
も
す
で
に
限
界
と
老
い
を
実
感
し
つ
つ
生
き
お
り
 

™
鵯
に
喰
わ
れ
株
の
み
残
り
た
る
豌
豆
に
ビ
ニ
ー
ル
か
け
医
院
に
 

™
い
つ
し
か
に
懐
か
し
の
歌
口
ず
さ
む
回
帰
の
想
い
胸
を
つ
た
い
て
 

™
は
じ
め
て
の
ア
ル
バ
イ
ト
代
入
り
し
と
男
孫
よ
り
備
前
の
湯
呑
の
届
く
 

™
一
片
の
雲
な
く
晴
れ
し
今
日
の
日
を
迎
え
て
カ
レ
ン
ダ
ー
め
く
る
六
月
 

™
「
も
し
共
に
あ
ら
ば
」
と
嫁
よ
り
文
の
く
る
共
に
あ
ら
ば
と
思
い
つ
つ
読
む
 

™
い
つ
の
日
か
見
失
ひ
た
る
ミ
ラ
ク
ル
・
ボ
ー
ル
突
然
現
は
れ
光
り
輝
く
 

™
寺
背
負
う
晋
山
式
あ
り
新
住
職
の
金
襴
法
衣
は
驟
雨
も
は
じ
く
 

™
孫
の
電
話
の
合
間
に
曾
孫
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
と
笑
い
に
紛
う
声
の
聞
こ
ゆ
る
 

™
静
脈
の
露
な
る
手
を
曾
孫
み
て
尋
ね
た
る
は
さ
こ
そ
と
思
う
 

™
芍
薬
の
淡
き
ピ
ン
ク
の
佳
き
か
ほ
り
供
華
に
し
合
掌
父
母
の
ほ
ほ
え
み
 

™
山
野
草
眺
め
つ
つ
登
る
き
た
け
峰
尾
根
よ
り
望
む
鳥
取
の
山
 

™
鼻
よ
り
入
れ
し
管
を
抜
く
夫
に
入
れ
る
は
難
し
と
詫
び
つ
つ
両
手
を
縛
る
 

岩

本

　

雅

乃

 

岸

田

満

亀

恵

 

小

林

　

幸

子

 

塩

見

　

　

梢

 

友

実

　

貞

子

 

西

岡

富

美

子

 

花

房

　

芳

子

 

森

　

　

順

子

 

梶

原

美

弥

子

 

青

井

壬

生

子

 

石

原

　

啓

子

 

太

田

　

か

よ

 

平

井

　

俊

子

 

▲
表
彰
を
受
け
る
 

　
吉
井
チ
ー
ム
 s

ひ
よ
ど
り 

え
ん
ど
う 

か
い
き 

し
ん
ざ
ん
し
き 

し
ゅ
う
う 

し
ゃ
く
や
く 

し
ば 

き
ん
ら
ん
ほ
う
い 



６月・７月のできごと 
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六
月
二
十
二
日
（
水
）
、
赤
磐
市

中
島
の
田
ん
ぼ
で
山
陽
小
学
校
の
五

年
生
六
十
七
人
が
田
植
え
の
体
験
を

し
ま
し
た
。 

　
最
初
は
田
ん
ぼ
に
入
る
こ
と
に
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ

泥
に
ま
み
れ
な
が
ら
も
楽
し
く
約
一

時
間
か
け
て
田
植
え
を
し
ま
し
た
。 

 

山
陽
小
五
年
六
十
七
人
が 

　
　
　
　
　
　
　
田
植
え
体
験 

　
六
月
十
四
日
（
火
）
、
吉
井
中
学

校
で
岡
山
県
立
博
物
館
の
出
前
講
座

「
本
物
の
よ
ろ
い
を
着
て
み
よ
う
！
」

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
講
座
は
、
江
戸
時
代
に
使
わ

れ
て
い
た
よ
ろ
い
な
ど
の
武
具
に
多

少
の
修
復
を
加
え
た
も
の
を
身
に
着

け
る
も
の
で
、
二
年
生
の
男
子
生
徒

が
実
際
に
そ
れ
ら
を
身
に
ま
と
っ
て

み
ま
し
た
。 

　
よ
ろ
い
を
身
に
つ
け
た
男
子
生
徒

は
、
「
と
て
も
動
き
づ
ら
い
け
ど
、

楽
し
い
。
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

県
立
博
物
館
出
前
講
座
で 

　
　
　
　
よ
ろ
い
身
に
つ
け
る 

▲「ももっち体操」を楽しむ園児と保護者 

　
六
月
二
十
九
日
（
水
）
、
岡
山

大
学
の
留
学
生
七
人
が
、
地
域
の
人
々

と
の
交
流
を
目
的
に
山
陽
西
小
学

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
歓
迎
ム
ー
ド
あ
ふ
れ
る
会
場
で
は
、

最
初
に
お
の
お
の
の
母
国
語
で
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
た
後
、
い
っ
し

ょ
に
な
っ
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

　
異
文
化
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

た
一
・
二
年
生
百
五
十
人
の
児
童

た
ち
は
、
こ
の
日
か
ら
国
際
理
解

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

 

山
陽
西
小
で
国
際
交
流  

　7月3日（日）、山陽北幼稚園にももっちが訪れ、園児76人と「も

もっち体操」を楽しみました。 

　さあ、皆さんも一緒に「ももっち体操」で体を動かしませんか。 

山陽北幼稚園で「ももっち体操」を楽しむ 

s
留
学
生
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む 

　
子
ど
も
た
ち 

s
合
計
十
一
　
の
武
具
に 

　
動
き
に
く
そ
う
な
男
子
生
徒 

▲田植えに一生懸命の子どもたち 

 

キ 

ロ 
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表
紙
の
向
日
葵
の
写
真
は
、
井
上

清
志
さ
ん
（
赤
磐
市
岩
田
）
か
ら
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
空
梅
雨
と
思
わ
れ
た
暑
い
六
月
、

降
り
出
す
と
止
ま
ら
な
い
雨
の
七
月
。

迎
え
る
八
月
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

朝
顔
と
と
も
に
夏
の
象
徴
の
向
日
葵

は
「
暑
い
夏
に
負
け
な
い
で
」
と
言

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
地
名
マ
ッ
プ
発
行
に
伴
い
、

地
域
の
紹
介
を
し
て
い
き
た
い
と
企

画
し
ま
し
た
。
来
月
は
、
合
併
記
念

式
典
を
特
集
予
定
で
す
の
で
、
十
月

か
ら
続
き
を
掲
載
し
ま
す
。 

（
え
む
・
テ
ィ
）  

編
　
集
　
後
　
記 

編
　
集
　
後
　
記 
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六
月
十
八
日
（
土
）
、
コ
ン
ベ
ッ

ク
ス
岡
山
で
第
四
十
回
交
通
安
全
子

供
自
転
車
県
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
赤
磐
警
察
署
管
内
の
代
表
と
し
て

出
場
し
た
山
陽
北
小
学
校
が
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
見
事
最

優
秀
校
に
選
ば
れ
、
七
月
三
十
一
日
、

八
月
一
日
に
開
か
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
を
決
め
ま
し
た
。 

■
選
　
手 

　
小
椋
　
晶
奈
　
　
野
崎
　
貴
大 

　
西
崎
　
直
希
　
　
荒
堀
　
克
史 

　
西
原
　
大
貴
　
　
木
本
　
ひ
か
る 

▲全国大会で活躍が期待される山陽北小学校 

赤磐市の人口 
 人口… 

  男… 

 女… 

世帯数… 

45,572人（－３０）　 

21,796人（－８）　 

23,776人（－２２）　 

15,787世帯（＋１２） 

（7月1日現在） 

（　）は6月１日との差 

ひ
ま
わ
り 

　
七
月
一
日
（
金
）
か
ら
Ｊ
Ａ
あ

か
い
わ
で
は
、
桃
の
糖
度
や
大
き

さ
を
光
セ
ン
サ
ー
で
自
動
的
に
判

別
す
る
光
セ
ン
サ
ー
付
き
選
果
機

を
導
入
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
選
果
機
は
、
四
　
入
り
の

ケ
ー
ス
を
一
日
で
四
千
ケ
ー
ス
仕

分
け
す
る
能
力
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
九
月
に
か
け
て
は
、
ほ
ぼ
フ
ル

稼
働
に
な
る
そ
う
で
す
。 

 

Ｊ
Ａ
あ
か
い
わ
で 

　
　
桃
の
自
動
選
果
機
導
入 

★
ミ
ニ
要
覧
を 

　
　
お
届
け
し
ま
す 

精
神
障
害
者
家
族
会 

第
四
十
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車 

　
　
　
　
　
　
　
県
大
会
で
見
事
最
優
秀
校
に 

　
六
月
二
十
四
日
（
金
）
、

西
山
公
民
館
で
、
患
者
・
家

族
六
十
人
の
出
席
の
も
と
「
わ

か
た
け
会
」
の
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
片
山
会
長
の
開
会
挨
拶
の

あ
と
、
来
賓
を
代
表
し
て
、

荒
嶋
市
長
の
「
活
動
に
対
す

る
激
励
と
医
療
体
制
の
改
革
」

に
つ
い
て
挨
拶
が
あ
り
、
続

い
て
お
の
お
の
の
立
場
で
の

活
動
発
表
と
総
会
議
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
、
研
修
会
と

し
て
、
「
生
ま
れ
育
っ
た
地

域
で
生
活
し
て
い
き
た
い
〜

家
族
・
当
事
者
・
作
業
所
・

家
族
会
・
社
会
の
役
割
を
考

え
る
」
と
題
し
て
、
岡
山
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

藤
田
大
輔
医
師
に
よ
る
講
演

が
あ
り
、
現
状
と
課
題
を
踏

ま
え
、
お
の
お
の
の
役
割
に

つ
い
て
具
体
例
の
中
か
ら
助

言
と
指
示
を
い
た
だ
き
未
来

に
向
け
て
、
意
義
あ
る
総
会

と
な
り
ま
し
た
。
（
保
健
福

祉
課
健
康
指
導
係
） 

 

▲「わかたけ会」総会の様子 

s
最
新
鋭
の
光
セ
ン
サ
ー
付
き
選
果
機 

　
赤
磐
市
市
勢
要
覧
を
今
年

度
中
に
発
行
す
る
た
め
に
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
先
駆
け
て
ミ
ニ
要
覧
を
発

行
し
ま
す
。 

　
市
内
外
の
皆
さ
ん
に
赤
磐

市
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
も
の
で
、
合
併
記
念
式
典

や
国
体
な
ど
で
配
布
す
る
予

定
で
す
。
「
広
報
あ
か
い
わ
」

と
と
も
に

お
届
け
し

ま
す
の
で

ご
覧
く
だ

さ
い
。 

キ ロ 
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石
上
布
都
魂
神
社
は
、
赤
磐

市
石
上
の
大
松
山
中
腹
に
鎮
座

す
る
式
内
社
で
す
。
式
内
社
と
は
、

延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
編
纂

の
完
了
し
た
『
延
喜
式
』
の
〈
神

明
帳
〉
に
記
載
さ
れ
て
い
る
神

社
の
こ
と
で
、
国
家
か
ら
の
奉

幣
（
供
物
を
捧
げ
ら
れ
る
）
を

う
け
る
こ
と
を
定
め
ら
れ
て
い

る
格
式
の
高
い
神
社
で
す
。 

　
旧
吉
井
町
域
に
は
、
式
内
社

備
前
国
赤
坂
郡
六
座
の
う
ち
、

宗
形
神
社
・
布
勢
神
社
・
鴨
神
社
・

石
上
布
都
魂
神
社
と
、
四
社
が

鎮
座
し
て
い
ま
す
。 

　
石
上
布
都
魂
神
社
は
、
祭
神

に
素
盞
鳴
尊
を
祀
っ
て
い
ま
す
。 

  

素
戔
鳴
尊
は
、
日
本
神
話
の
中

に
出
雲
国
で
「
八
岐
大
蛇
」
を

退
治
し
、
大
蛇
の
中
か
ら
「
天

叢
雲
剣
」
を
見
つ
け
、
櫛
稲
田

比
売
を
守
っ
た
神
様
と
し
て
有

名
で
す
。 

  

『
日
本
書
紀
』
に
は
、
素
戔
嗚

尊
が
大
蛇
を
斬
っ
た
「
蛇
韓
鋤

之
劔
」
が
「
吉
備
神
部
」
の
も

と
に
あ
る
と
の
所
伝
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
剣
の
納
め
ら

れ
た
の
が
、「
石
上
布
都
之
魂
神

社
」
で
あ
る
と
伝
承
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 
 

延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）、
岡

山
藩
主
、
池
田
綱
政
よ
り
社
領

二
十
石
を
拝
領
し
ま
し
た
。 

 
 

社
は
元
、
山
上
に
あ
っ
た
の

が
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

火
災
に
あ
い
、
大
正
四
年
（
一

九
一
五
）、
山
腹
に
社
地
を
設
け

て
建
立
し
た
も
の
で
す
。 

　
現
在
、
旧
社
地
に
本
宮
と
呼

ば
れ
る
小
社
が
あ
り
、
巨
石
の

あ
る
山
頂
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

古
来
、
大
岩
は
、
神
が
鎮
座
す

る
磐
座
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
毎

年
五
月
三
日
に
、
磐
座
祭
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
神
社
を
と
り
ま
く
山

は
、
椎
の
原
生
林
で
、
岡
山
県

の
自
然
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
ツ
ブ
ラ
ジ

イ
の
純
林
は
植
生
上
貴
重
と
さ

れ
て
い
ま
す
。   

  

江
戸
時
代
末
期
の
歌
人
平
賀
元

義
は
、「
す
さ
の
を
の
神
の
剣
の

を
さ
ま
り
て
あ
り
て
ふ
御
山
み

れ
ば
た
ふ
と
し
」
と
詠
ん
だ
の

で
し
た
。 

    

 

　
石
上
布
都
魂
神
社
か
ら
、
北

東
に
あ
た
る
赤
磐
市
是
里
に
、

血
洗
の
滝
が
あ
り
ま
す
。
素
戔

嗚
尊
が
出
雲
で
大
蛇
を
退
治
し

た
あ
と
、
剣
の
血
を
こ
の
滝
で
洗
っ

た
と
い
う
伝
説
か
ら
、
滝
の
名

前
が
つ
け
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
滝
の
水
は
枯
れ
た
こ
と

が
な
い
と
い
わ
れ
、
厳
か
な
風

情
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
、

白
い
水
し
ぶ
き
に
、
涼
を
求
め

る
の
も
い
い
で
す
ね
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）  

■
石
上
布
都
魂
神
社 

■
血
洗
の
滝 
の 

む
な
か
た 

ふ   

せ 

か
も 

す
さ
の
お
の
み
こ
と 

や
ま
た
の
お
ろ
ち 

い
わ
く
ら 

お
ご
そ 

し
き
な
い
し
ゃ 

い
し
か
み 

ほ
う 

へ
い 

至 岡山 

至 美作 

吉井川 

砂川 

血洗いの滝 

石上布都魂神社 

吉井支所 

ドイツの森 

484

374

▲石上布都魂神社 

t血洗いの滝 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

い
そ
の
か
み
ふ
つ
み
た
ま
じ
ん
じ
ゃ 

ち
あ
ら
い 

た
き 

あ
ま
の 

む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ 

お
ろ
ち
か
ら
す
き 

の
つ
る
ぎ 

き
び
の
か
ん
と
も
べ 

く

し

な

だ

 

ひ    

め 

こ
れ
さ
と 
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